
2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 海洋哺乳類
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marine Mammal
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
京都大学理学研究科・生物科学専攻の博士課程に在籍。海棲哺乳類の行動に興味があり、修士課程から鰭脚類を対象に睡眠や休息について
の研究を展開している。これまでに、シャチ・ラッコ・オットセイの野外調査、京都水族館での行動観察調査に参加した経験がある。

授業の概要・目的

本授業では主に鯨類、海牛類、鰭脚類を中心に取り扱う。本授業を通して、海洋哺乳類全体及び、各分類群の特徴を他者に説明できる知識を得ること、海洋哺乳類の資源利用
の歴史や保全状況を学び、その生物学的特徴を含めた保全上の課題を認識すること、また、海洋哺乳類の研究がどのように行われ、私たちの生活と関わっているのか理解する
ことを目指す。
さらに、実際に水族館で観察を行い、海洋哺乳類飼育の現状を理解するとともに動物の観察眼を養う。海棲哺乳類の飼育には倫理的な課題も多く、このような課題は時代ととも
に世論も移り変わる。本授業全体を通して、海洋哺乳類に関心を持ち、水族館での飼育の意義を常に考え続ける人材の育成を目指す。

授業の到達目標

・海洋哺乳類に関心を持ち、情報を得るだけでなくその特徴や保全状況を理解し、自分の言葉で説明できるようになる。
・ヒト以外の生物の理解がヒトにどのように貢献するのか、研究事例をもとに説明できる。
・ヒトと海棲哺乳類の関係における課題を理解し、水族館の役割について自分なりの考えを持ち、他者に伝えられる。

授業計画

海棲哺乳類の概観

鯨類の世界1

鯨類の世界2

鰭脚類の世界1

鰭脚類の世界2

海牛類の世界

日本の海棲哺乳類

フィールドでの調査と研究

水族館での調査と研究

京都水族館実習

京都水族館実習

海棲哺乳類の資源的利用と保全

海棲哺乳類と人間活動

前期試験

試験解説・前期のまとめ

準備学習・時間外学習 各授業の復習と適宜与えられる課題の提出

教科書・テキスト なし(授業資料を配布します)

参考書 海棲哺乳類大全，Encyclopedia of marine mammals

評価方法・基準 筆記試験(50点)，課題(50点)で評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 水生生物
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Biology of Aquatic Animals
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 アクアリウム業界歴：14年　株式会社アクアリウムトールマン勤務　約5年

授業の概要・目的

本授業では主に座学により水生生物（主に魚類・水草・無脊椎等）の専門的な知識を学び、飼育・管理方法への理解を深めることにより、
アクアリウムショップや水族館での業務に必要な最低限の知識を習得する。

授業の到達目標

アクアリウムショップや水族館で必要な水生生物（主に魚類・水草・無脊椎等）の飼育・管理方法に関する基本的なことを説明できるようになる。

授業計画

初回オリエンテーション及びレクリエーション

水生生物の基本

水生生物の飼育環境について①

水生生物の飼育環境について②

水生生物の飼育環境について③

魚類飼育の基本（分布、生息環境）

魚類飼育の基本（食性、餌）

魚類飼育の基本（繁殖）

魚類飼育の基本（病気）

水草育成の基本（分布、生息環境）

水草育成の基本（設備①）

水草育成の基本（設備②）

水草育成の基本（継続的な管理）

定期試験

まとめ、振り返り

準備学習・時間外学習 授業中に適宣課題を与える。授業中に書き溜めたメモ及び授業ごとの目標設定、達成状況などをまとめたノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 授業中に適宜紹介する。

評価方法・基準 出席率30％、平常評価35％、試験35％で最高評価点を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 水族館飼育演習
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Aquatic Animal Management
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 アクアリウム業界歴：14年　株式会社アクアリウムトールマン勤務　約5年

授業の概要・目的

本授業では実際に個人もしくは少人数グループにて割り当てられた水槽をいちから立ち上げて水生生物（主に魚類・水草・無脊椎等）の基本的な飼育・管理方法を身に着けて
いく。
1つの水景を作成し維持管理していくことにより、アクアリウムショップや水族館での業務に必要な発想力や表現力を養ってもらう。
また、後期期間中も上記の水景を維持出来る技能の習得と経験を積んでもらう。

授業の到達目標

前期期間中で割り当てられた水槽を1つの水景として完成させる。

アクアリウムショップや水族館での業務に必要な基礎知識や基礎技能の習得

授業計画

初回オリエンテーション及びレクリエーション 初期の管理②

管理水槽の割り振り及び立ち上げの準備 初期の管理③

水槽レイアウトの構想 初期の管理④

機材の準備 初期の管理⑤

レイアウト作成① 初期の管理⑥

レイアウト作成② 中期の管理①

レイアウト作成③ 中期の管理②

レイアウト作成④ 中期の管理③

水槽立ち上げ期間① 中期の管理④

水槽立ち上げ期間② 後期の管理①

水槽立ち上げ期間③ 後期の管理②

水槽立ち上げ期間④ 後期の管理③

水槽立ち上げ期間⑤ 後期の管理④

水槽立ち上げ期間⑥ まとめ、振り返り

初期の管理① 今後の管理方法について

準備学習・時間外学習 授業中に適宣課題を与える。授業中に書き溜めたメモ及び授業ごとの目標設定、達成状況などをまとめたノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 授業中に適宣紹介する。

評価方法・基準 出席率30％、平常評価35％、試験35％で最高評価点を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 キャリア 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 キャリアデザインⅠ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Career　Design　Ⅰ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校教務として勤務

授業の概要・目的

担任とクラスメイトとのコミュニケーションを図り、社会人としての身構え・気構え・心構えを学ぶ
また、クラス・学校イベントなどの企画・運営を通して、コミュニケーション力やチームワークを学ぶ

授業の到達目標

希望職種に就くために必要な社会人基礎力やホスピタリティを身につける
クラスメイトを職場のチームと仮定し、企画力・運営力・コミュニケーション力に加え、協調性や社会性を身につける

授業計画

クラスオリエンテーション① クラスオリエンテーション③

クラスオリエンテーション② グローバルスタディ③

グローバルスタディ① グローバルスタディ④

グローバルスタディ② グローバルスタディ⑤

コミュニケーションスキル① 校外学習B①

コミュニケーションスキル② 校外学習B②

コミュニケーションスキル③ イベント学習B①

コミュニケーションスキル④ イベント学習B②

コミュニケーションスキル⑤ イベント学習B③

校外学習A① 進級制作展準備

校外学習A② 進級制作展準備

イベント学習A① 進級制作展準備

イベント学習A② 進級制作展準備

イベント学習A③ 進級制作展準備

前期の総括 年間の総括

準備学習・時間外学習 業界リサーチやプレゼンテーション/イベントの準備など、授業中に適宜 課題を指示する

教科書・テキスト なし

参考書 Hand-book of LIFE STYLE

評価方法・基準 プレゼンテーション/イベント企画運営 50%、出席率50%

成績評価
評価点数100～90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 テクノロジー 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 コンピュータ演習
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Computer
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
外資系ホテル会社にて秘書業務、学校法人にて秘書科担当教諭として秘書実務・情報処理関連の授業を担当。現在はフリーランスにて、大学、
専門学校にて、情報処理科目講座を担当している。

授業の概要・目的

情報化社会において、いかに情報を効果的に探索・評価・活用するかは、その人の人生において汎用性のある能力となる。そのために、情報リテラシー（情報を活用できる能力）
を身につけ、DX時代をどのように生き抜くかを、最新のアプリケーションソフトを利用して実習する。

前期：タイピング練習、ファイル管理等々、PCの基本的な操作を習得する。Worの操作方法を習得し、ビジネス文書作成やチラシ、レポート作成など習得する。またPowerPointの
操作方法を習得し、スライド作成など習得する
後期：Excelの操作方法を習得し、関数を含む表作成やグラフ作成、データベース、データ分析など習得する。

授業の到達目標

職業人として不可欠なIT・DXの可能性を知り、様々な場面でPCを使いこなす事が出来るようになる。また、職場において業務を効率化するためのリーダーとなり、助言が出来る
ようになる。

授業計画

IT/DXリテラシー（IT・DXリテラシ-の概要を学ぶ・理解度テスト実施）
（IT環境の急速な進歩に即応し、知識を得、使いこなせるようにな
る）

Excel①　基本操作・データ入力・表の作成編集　（Excelの基本操作
を知り、効率的な表編集が出来るようになる）

Word①　入力練習・Word基礎（文字入力・ファイル管理・　ビジネス
文書作成（キーボードに慣れ、文章入力の基本が分かるようになる）

Excel②　数式と関数Ⅰ　（Excelの数式や関数を扱えるようになり、業
務で応用出来るようになる）

Word②　入力練習・文書作成・編集　（効率的な編集方法を知り、手
早く文書作成が出来るようになる）

Excel③　表の編集・条件付き書式　（見栄えの良い表作成と条件付
き書式を使えるようになり、効率の良い業務に応用出来るようにな
る）

Word③　入力練習・表の作成　（表を作成することにより、文書の可
視化が出来るようになる）

Excel④　グラフ作成・練習問題実施　（用途に合わせて、グラフを作
成出来るようになる。また、練習問題を実施し、実力養成を図る）

Word④　入力練習・印刷・図形（地図）　（ペーパーロスのない印刷
方法や図形描写に慣れ、表現力のある文書を作成できるようにな
る）

Excel⑤　印刷方法、シート操作、関数Ⅱ　（印刷方法、シート間の入
力方法、関数Ⅱを実施し、業務での応用が出来るようになる）

Word⑤　入力練習・便利な機能　（検索、置換機能などを知り、効率
的な文書編集が出来るようになる）

Excel⑥　データベース機能　（データベース機能を学ぶ事により、ビ
ジネス場面でのExcel利用が出来るようになる）

Word⑥　入力練習・ビジュアルな文書作成　（ワードアートや画像の
利用により可視化された文書を作れるようになる）

Excel⑦　演習問題実施　（演習問題を実施することにより、ビジネス
場面でのExcel利用が出来るようになる）

Word⑦　入力練習・演習問題　（演習問題を実施することにより、ビ
ジネス文書作成に慣れる）

Excel⑧　マクロ・ピボットテーブルの利用　（データの集計や、業務の
簡素化ができるようになる）

Word⑧　入力練習・演習問題　（演習問題を実施することにより、ビ
ジネス文書作成に慣れる）

Excel⑨　演習問題実施　（演習問題を実施することにより、ビジネス
場面でのExcel利用が出来るようになる）

PowerPoint① PowerPointの基本（プレゼンテーションの概要を知
り、スライド作成が出来るようになる）

Excel⑩　演習問題実施　（演習問題を実施することにより、ビジネス
場面でのExcel利用が出来るようになる）

PowerPoint②　図形やイラスト・画像の挿入（著作権について知り、
コンプライアンスを学び、体得する）

Excel⑪　演習問題実施　（演習問題を実施することにより、ビジネス
場面でのExcel利用が出来るようになる）

PowerPoint③　表やグラフ、SmartArtグラフィックの利用 (デザイン
性の高いスライドを作成出来るスキルを身に付ける）

Excel⑫　演習問題実施　（演習問題を実施することにより、ビジネス
場面でのExcel利用が出来るようになる）

PowerPoint④ 総合課題スライドを作成し、提出（表・グラフ・図形・画
像を含み、アニメーション効果も設定済みのスライド）

Excel⑬　演習問題実施　（演習問題を実施することにより、ビジネス
場面でのExcel利用が出来るようになる）

PowerPoint⑤総合課題スライドの作成
総復習（Ｗｏｒｄ文書作成）入力スピード測定

総復習（Excel基礎・応用)入力スピード測定

振り返り・総括まとめ 振り返り・総括まとめ

準備学習・時間外学習
準備学習：入力練習（e-タイピング等を使用）
時間外学習：授業中に適宜指示された課題に取り組む（評価基準に含める）

教科書・テキスト COMPUTER BASIC Word Office365&2024、COMPUTER BASIC PowerPoint Office365&2024、COMPUTER BASIC Excel Office365&2024

参考書 特になし

評価方法・基準
・出席評価　　　　20%
・総復習　　　　　 65%
・提出物　　　　   15%

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 進級研究
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Promotion Study
授業形態 4

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校の教務として勤務

授業の概要・目的

1年間で修得した技術や知識の集大成として、プロジェクトに関連した成果を卒業・進級制作展で展示発表またはイベント実践をする

授業の到達目標

プロジェクト活動を通じて、業界人として必要な技術スキル・実務スキル・対人スキルを総合的に習得する

授業計画

卒業・進級制作展　オリエンテーション

卒業・進級制作展　企画提案

卒業・進級制作展　企画提案

卒業・進級制作展　制作/準備

卒業・進級制作展　制作/準備

卒業・進級制作展　制作/準備

卒業・進級制作展　制作/準備

卒業・進級制作展　制作/準備

卒業・進級制作展　運営リハーサル

卒業・進級制作展　運営リハーサル

卒業・進級制作展　前日会場準備

卒業・進級制作展　当日運営

卒業・進級制作展　当日運営

卒業・進級制作展　当日運営

卒業・進級制作展　当日運営

準備学習・時間外学習 プロジェクト活動に関連したリサーチやプレゼンテーション・イベントの準備や練習など、適宜指示する

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 イベントの当日運営と準備活動内での評価 50%、出席率(指定イベントへの参加) 50%

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 講義

2 講義 講義

3 講義 講義

4 講義 講義

5 講義 講義

6 講義 講義

7 講義 講義

8 講義 講義

9 講義 講義

10 講義 講義

11 講義 講義

12 講義 講義

13 講義 講義

14 演習 講義

15 講義 講義

授業科目名 人と動物と自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 アニマルヒストリー
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 History of Animals and Human
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
生家が獣医師のため幼少より動物の飼育、管理に携わる。20歳の時より非常勤講師として日本動物植物専門学校において動物の進化を教え始
め、特に海洋生物の発生と陸上進出に関しては詳しい。　ダイビングインストラクターとして海洋生物の生態や環境保護についても詳しい。

授業の概要・目的

我々が地球と共存していく上で、他の動植物を無視することは出来ない。地球創世時～人が文明を持つまでの流れを理解し、動物の進化を知ることは現存する生物たちの生態、
行動を理解する上で、とても重要である。生命の無い場所からの生物誕生～現在までの理解を深める。

授業の到達目標

地球の生い立ち、生物の発生、生物の進化、ヒトと地球の関係、環境破壊と保全を理解することができる。

授業計画

概論　講義の内容と進め方

宇宙Ⅰ　成り立ちと銀河系

宇宙Ⅱ　地球

生命の誕生　原核生物からカンブリア爆発

魚類　魚類の発生と淡水への適応	

昆虫類　昆虫類の上陸作戦

植物　植物の上陸と地球環境の変化

両生類　両生類の重力対策

爬虫類　恐竜

哺乳類　恐竜と獣弓類

哺乳類と鳥類　互いの覇権争い

ヒト　類人猿からヒトまでの進化	

進化学　進化とその歴史

期末試験

学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜に課題を与える。授業中に取ったメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト 次世代のための環境教育

参考書 なし

評価方法・基準 ペーパーテストと出席点によって評価。出席点は予め20点を与え、1回欠席ごとに-5点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 人と動物と自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 アニマルベーシック
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Basic　Animal　study
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要

大阪ECO動物海洋専門学校　野生動物保護専攻卒業。 生物関連の仕事を幅広く経験しており、基本は環境調査員として生物調査に参加。 ま
た自然観察会の解説員として外来生物等の解説なども行う。執筆も行っており爬虫類両生類雑誌クリーパーやカウダータに掲載経験のほか、著
作として爬虫類完全飼育マニュアル5(笠倉出版社)がある。 生物分類技能検定　2級動物部門、2級水圏生物部門、ビオトープ管理士2級計画部
門、2級施工部門取得

授業の概要・目的

アニマルベーシックの講義では、動物を学ぶ上で基礎となる生物学的要素を扱う。本講義は主に1年次などの早い段階で受講するものであり、今後の学習の土台となる、各分野
に共通する基礎的な生物知識を身につけることを目的とする。また、私自身が本校の卒業生であることから、知識の習得方法や資格取得において再現性のあるノウハウやマイ
ンドセットについても伝えることが出来る。

授業の到達目標

・生物を理解するために必要な基礎的な考え方および知識を身につける。  ・受講生各自が自らの目標に向かえるよう、土台となる知識や視点を形成する。  ・自らの学びに活か
すことができる、知識の習得方法や学習の進め方について理解する。

授業計画

自己紹介　ノートの取り方などインプットの方法

講義の進行について説明　課題として自分の考えや目標を文章に
する

前回の課題を確認したうえで、意見交換や方向性を定める

生物の基本　生命の成り立ち

生命の成り立ち②　代表的な生物の出現時期や分類など

生物的要点　必ず押さえておく知識や単語

生物的要点②　必ず押さえておく知識や単語

生物的要点③　必ず押さえておく知識や単語

資格や書籍について

言語知と身体知を生物的に考察する

生物的なアウトプットの練習、知識の定着法など

生物的要点④　必ず押さえておく知識や単語

生物的要点⑤　必ず押さえておく知識や単語

試験対策と復習

総括　野外散策のススメ

準備学習・時間外学習
準備学習として第一回の講義までに中学、高校の生物教科について復習しておくこと。課題は授業中に適宜与える。授業中に書き留めたメモな
どをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 決まったものは特になし　適宜必要だと思われるものを用意する

参考書 ・カラー図解でわかる高校生物超入門 芦田 嘉之　サイエンス・アイ新書 ・ビオトープ管理士資格試験公式テキスト 公益財団法人日本生態系協会など

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率20％、平常評価点10%で最高評価点数を100とする。 

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 演習 16 講義・演習

2 演習 17 講義・演習

3 演習 18 講義・演習

4 演習 19 講義・演習

5 演習 20 講義・演習

6 演習 21 講義・演習

7 演習 22 講義・演習

8 演習 23 講義・演習

9 講義 24 講義・演習

10 演習 25 講義・演習

11 演習 26 講義・演習

12 演習 27 講義・演習

13 演習 28 講義・演習

14 演習 29 講義・演習

15 演習 30 講義・演習

授業科目名 人と動物と自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 環境教育
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Environmental Study
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
2005年よりNPO法人ナックに所属し、自然体験や環境教育プログラムの企画・実施・コーディネートに携わっている。
2007年より生き物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」の指導者養成講座を企画・担当しており指導者の育成を行っている。
環境省認定環境カウンセラー、プロジェクト・ワイルド等の環境教育プログラムの上級指導者等、環境教育に関する資格を多数保有している。

授業の概要・目的

本講義では様々な環境問題のメカニズムやその原因を理解し、それを次世代の子ども達にどのように伝えるかを体験を通して学ぶ。生き物を題材にした環境教育プログラム「プ
ロジェクト・ワイルド」や五感を刺激しながら自然への理解や気づきを促す「ネイチャーゲーム」等の様々な環境教育プログラムの体験と指導実践、また、里山林に入っての間伐体
験や利活用プログラムの体験等のフィールドワークも取り入れ、実践経験を積みながら環境について学ぶ。

授業の到達目標

・環境を伝える様々な方策を体験を通して理解できている
・体験型の環境教育プログラムの企画や実践ができる

授業計画

様々な環境問題の概要や動物園等での取組み等について

環境教育の必要性や体験学習法ついての理解

関係作りプログラムの体験と理解１

関係作りプログラムの体験と理解２

自然体験プログラム「ネイチャ-ゲーム」の体験と理解１

自然体験プログラム「ネイチャ-ゲーム」の体験と理解２

野生生物の習性や特性を学ぶ体験型プログラムの体験と理解１

野生生物の習性や特性を学ぶ体験型プログラムの体験と理解２

野生生物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」
の体験と理解１

野生生物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」
の体験と理解２

野生生物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」
指導実践準備

野生生物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」
のプログラムの指導実践

京都市動物園における周辺の自然を活用した取り組みの理解

京都市動物園における周辺の自然を活用したプログラムの開発

学習内容の総括を行う

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書
沈黙の春　レイチェルカーソン著　新潮文庫　／　牙 アフリカゾウの「密猟組織」を追って　三浦英之著　小学館文庫
その他授業内で適宜紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は試験評価80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 講義

2 講義 講義

3 講義 講義

4 講義 講義

5 講義 講義

6 講義 講義

7 講義 講義

8 講義 講義

9 講義 講義

10 講義 講義

11 講義 講義

12 講義 講義

13 講義 講義

14 講義 講義

15 講義 講義

授業科目名 人と動物と自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 動物の健康管理
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Health Care
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
サファリパーク勤務（11年）後、グアテマラ野生動物保護センター勤務（2年）。現在は往診動物病院を開業し、犬猫、観光施設の飼育動物、野生種
の動物を対象に診療や飼育アドバイスを行っている。日本野生動物医学会会員、野生動物保全繁殖研究会幹事。

授業の概要・目的

動物を健康に飼育するためには、動物に関する深い知識が必須である。この授業では、まず、動物（哺乳類と鳥類）の体の造りと機能、生態を学び、それぞれの動物がどのような
進化を遂げてきたのか、体のつくりや仕組みはどうなっていて動物ごとにどう違うのか、自然界では何を食べ、どのような暮らしをしているかを理解する。その上で、飼育下で与える
適切な食べ物や生活環境を考える。また、動物の分類や学名、専門的な英単語についても学ぶ。

授業の到達目標

①動物の解剖生理や生態の知識を身につけ、飼育動物の健康管理を適切に行えるようになる。②動物分類や学名を理解できるようになる。③専門用語や専門英語を修得し、研究
会や学会に参加して情報交換したり、参考文献やwebsiteを利用して知識を深めることができるようになる。

授業計画

哺乳類の解剖生理学1：哺乳類の基本の骨格を学ぶ。

哺乳類の解剖生理学2：代表的な動物の骨格を比較する。基
本的な骨の名称を学ぶ。骨の構造と役割を知る。

動物の分類と学名1：動物分類について理解を深め、動物園
で問題となっている亜種間雑種の課題などについて見識を
深める。

動物の分類と学名2：動物の学名について学び、理解できる
ようになる。

肉食動物1：食肉目に含まれる科、属、種の動物の体の特
徴、食性、生態を知る。

肉食動物2：純粋な肉食動物の栄養的特徴を学ぶ。肉食動
物を飼育する上で必要な知識、注意事項を学ぶ。

草食動物1：蹄や角をもつ草食動物の体。蹄の構造、部位の
名称、役割を知る。角の種類、構造を知る。

草食動物２：草食動物の消化について学ぶ。動物はどうやっ
て草や木の葉を栄養として吸収できるのか。胃が複数ある草
食動物
草食動物３：後腸発酵動物の腸の解剖生理学、食べ物の消
化吸収の仕組みを学ぶ。蹄の管理方法を学ぶ。胃が一つの
草食動物

霊長類、有袋類他：霊長類や有袋類の分類および体のつくり
と仕組みを学ぶ。

繁殖生理：哺乳類の生殖器の構造としくみを学ぶ

鳥類1：飛行の仕組み　翼、筋肉、肺など、哺乳類と異なる特
徴を学ぶ。

鳥類2：鳥類の感覚器、羽の構造、色について学ぶ。レポート
試験

鳥類3：鳥類の消化器、泌尿生殖器について学ぶ。

前期授業の総括を行う。

準備学習・時間外学習
動物や自然系のテレビ番組を見たり、専門書を取り扱っている書店（梅田の丸善・ジュンク堂など）や図書館に出向き、動物に関する知識を高めて
ほしい。また、動物園や博物館を見学し、授業で学んだ内容を実際に目で見てほしい。ニュースなどで、国内外で起きている動物や自然に関連す
る情報に注目してほしい。

教科書・テキスト コアカり野生動物学（文永堂出版）

参考書 わかりやすい獣医解剖生理学（文永堂出版）、哺乳類の生物学（東京大学出版会）、鳥類学（新樹社）、BONES（早川書房）その他、授業中に適宜紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験と出席率で評価する。ただし、筆記試験結果が60点未満の場合、授業出席割合を勘案する場合もある。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 人と動物と自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 動物の体のしくみ
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Anatomy and Physiology of Animals
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
日本動物植物専門学院にて海洋生物科、自然環境科、野生動物科を担当し、解剖実習や標本作製実習を計画、実行していた。近年は環境調査
員として、水圏を中心とした環境調査に参加している。2009年より大阪ECO動物海洋専門学校非常勤講師をしている。他に一般社団法人須磨里
海の会会員としてブルーカーボン活動や海を題材にした環境教育活動に携わっている。

授業の概要・目的

将来的に動物に携わる者の基礎知識として、身近な哺乳類を題材に基本的な外部形態、形質、生理機能を学ぶことにより動物の基本的な形態、形質、機能を理解する。それに
より環境に適応しつつ進化してきた動物全般の形態、形質を理解する基礎とできるようにする。その上で、各種の生態を類推することができるようにする。

授業の到達目標

脊椎動物各綱の形質の違いを説明できる様になる。脊椎動物の外部形態や各内臓器官の働きを説明できる様になる。外部形態から生態を類推できるようになる。

授業計画

脊椎動物各門の違いを理解し動物分類に発展させる

脊椎動物の外皮の違い

消化器の働き1

消化器の働き2

レポート課題（後期試験）発表・作成方法説明

泌尿器系の働き

呼吸器系　肺と鰓

生殖器系　繁殖

内分泌及びホルモンの働き

循環器系

感覚器系・神経系

筋系・骨格系

動物細胞と植物細胞

核と遺伝子　課題レポート提出

課題レポート返却　総括

準備学習・時間外学習
準備：テキストに目を通しておく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間
外学習：授業中に取ったメモを、参考書・文献などを利用し自分だけのノートを作成する

教科書・テキスト イラストで見る動物の体のしくみ

参考書 動物看護系書籍　他

評価方法・基準 レポート試験で評価する。基準は科学論文の書き方に準拠していることを基本に内容の完成度で評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 人と動物と自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 コンパニオンドッグ
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Companion Dog
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
"高校卒業後3年間の社会人経験をしOCAへ入学 OCA卒業後、ふれあい動物園(アニマルエスコートサービス)にて…動物の管理・接客を通し動
物の知識を養う 同時に警察犬訓練士の元で家庭犬のトレーニングについて学ぶ、その後ドッグアドバイザーとして独立開業 現在、犬の保育園を
し、トレーニング ドッグケアマッサージ 健康相談 ホテル預かりなどをしている"

授業の概要・目的

本講義については犬については約２万年前から人との密接な関係を続けてきた。その犬の性質を深く知る必要がある、講義では犬の問題行動の種類、犬の扱い方、飼育管理し
ていく中で起きるトラブルの解決方法、犬の行動心理を詳しく知識を深める、また多くの犬種を学びその個別の特性や特徴、成り立ちなどを知識を深める。

授業の到達目標

犬という動物をしっかりと知り理解する、より多くの犬種を暗記し、犬の基本的な扱い方、トラブル回避策などを考えれるようになる

授業計画

授業説明、成績の付け方
犬種別知識の必要性について
血統書の詳しい見方その役割
狩猟社会と動物、家畜化の歴史
牧羊犬について
愛玩動物の歴史について
牧羊犬について②
ペットからコンパニオンアニマルへ
ペットビジネスの種類
ガードドッグについて
ペットビジネスについて②
テリア種について

アニマルセラピーの発祥について
テリア種(ダックスフンド)について

アニマルセラピー活動とは
スピッツタイプ　日本犬について

ペットロスとは
プリミティブタイプの犬種について

作業犬種、使役犬とは
セントハウンドについて

作業犬種、使役犬とは
鳥猟犬(スパニエルタイプ)について

補助犬の成り立ちについて
鳥猟犬(ポインター、セター)について

盲導犬について
鳥猟犬(レトリバー)について

聴導犬について
小型、家庭犬について

介助犬について
サイトハウンドについて

試験の振り返り。授業総括を行う。

準備学習・時間外学習 宿題、2種類の犬種レポート

教科書・テキスト
学校配布の
動物年表で知るアニマルヒストリー、犬種図鑑

参考書
学校配布の
動物年表で知るアニマルヒストリー、犬種図鑑

評価方法・基準 宿題レポート、小テスト、出席率、教室準備片付け当番点

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 演習 16 演習

2 演習 17 演習

3 演習 18 演習

4 演習 19 演習

5 演習 20 演習

6 演習 21 演習

7 演習 22 演習

8 演習 23 演習

9 演習 24 演習

10 演習 25 演習

11 演習 26 演習

12 演習 27 演習

13 演習 28 演習

14 演習 29 演習

15 演習 30 演習

授業科目名 アニマルエクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 ビオトープ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Biotope　Study
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

2005年よりNPO法人ナックに所属し、自然体験や環境教育プログラムの企画・実施・コーディネートに携わっている。
2007年より生き物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」の指導者養成講座を企画・担当しており指導者の育成を行っている。
八尾市より市民環境講座「里山保全プログラム」や「陸生ホタル観察会」、「自転車エコツアー」等を受託し企画・担当している。
環境省認定環境カウンセラー、プロジェクト・ワイルド等の環境教育プログラムの上級指導者等、環境教育に関する資格を多数保有している。

授業の概要・目的

担当講師のメインフィールドである寝屋川市野外活動センターとその周辺の里山林、川、池にて、小さな池を作るようないわゆる学校ビオトープではなく、里地里山全体を様々な
野生生物が生息する場「ビオトープ」として定義し、フィールドでの様々な野生生物の調査や関連するプログラムの体験、里山保全活動、生態系保全や関連法案についても学ぶ
機会とする。

授業の到達目標

様々な野生生物調査や野生生物の生態やその魅力について伝える方法を体験を通して学び習得している。
ビオトープの概要が理解できており、里地里山のビオトープ保全のための知識や具体的な方法を企画提案ができる。

授業計画

ビオトープの定義・保全に関する考え方について１ 環境関連法についての理解１

ビオトープの定義・保全に関する考え方について２ 環境関連法についての理解２

生態系の仕組みについての理解１ 生態系の仕組みについての理解３

生態系の仕組みについての理解２ 生態系の仕組みについての理解４

環境条件、生物地理と生態についての理解１ 野生生物調査実習５

環境条件、生物地理と生態についての理解２ 野生生物調査実習６

野生生物調査実習１ 野生生物の習性や特性を学ぶ体験型プログラムの体験と理解１

野生生物調査実習２ 野生生物の習性や特性を学ぶ体験型プログラムの体験と理解２

保全生態学についての理解１ 里山保全と利活用を目的としたビオトープ創出実習１

保全生態学についての理解２ 里山保全と利活用を目的としたビオトープ創出実習２

野生生物調査実習３ 野生生物調査実習７

野生生物調査実習４ 野生生物調査実習８

ビオトープタイプ、現状についての理解１ 調査結果を元にした報告書作成と展示演習１

ビオトープタイプ、現状についての理解２ 調査結果を元にした報告書作成と展示演習２

前期学習内容の総括を行う 後期学習内容の総括を行う

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に配布した資料や書き留めたメモなどをもとにノートを作成する

教科書・テキスト なし。

参考書 ビオトープ管理士資格試験 公式テキスト　―２級ビオトープ計画管理士・施工管理士対応―　（公財）日本生態系協会

評価方法・基準 評価の割合は試験評価80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 フィールドテクニック
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Outdoor　Techniques
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
幼少より海、川、山全ての野外活動を行ううちにライフワークとなる。1990年より全国の消防本部に野外、特に水辺でのアウトドアレスキューを指
導するようになり現在様々な危機管理を教える立場にあります。

授業の概要・目的

前期は、ロープワークを中心にアウトドアの基礎を習得します。後期は、山岳・海洋ナビゲーションや災害救助の知識、校外学習をおこなうことにより知識を深めます。通信手段
や生物毒にも触れ、アウトドア全般における知識を養成します。

授業の到達目標

野外活動においてミスのないように行動が出来るようになる。また現場での安全管理、危機管理能力を演習やシミュレーションを通して身に付けることが出来る。

授業計画

インタープリテ－ションについて 校外実習

自然学習におけるプログラムの組み立て・都市と郊外における自然
学習の違い

校外実習

ロープについて 校外実習

ロープワーク　結びの基礎・ロープに輪を作る 校外実習

ロープワーク　ロープでものを縛る・ロープとロープを結ぶ 校外実習

ロープワーク　ロワーダウンと登高・都市型ロープレスキューの理解 校外実習

ロープワーク　アンカーの段取りと分散、支点確保・ビレイデバイスを使った
確保のやり方

校外実習

サバイバルに関して 校外実習

アウトドアでの毒に関する知識 山岳地図の基礎

アウトドアでの危険アウトドアで起きる可能性のある事故を考える 山行計画

災害とは、災害救助とは 海図に関して

検索の方法　環状検索の手順とやり方・ジャックステイの手順とやり方 通信手段について

気象・海象　気象災害をいち早く知る為の予測のやり方 生物毒について

試験 試験

学習内容の総括 学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 ペーパーテストと出席点によって評価。出席点は予め20点を与え、1回欠席ごとに-5点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 海洋調査
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Marine Reserch
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校教務として勤務

授業の概要・目的

本授業では将来、環境調査、海洋レジャー、および水産などの業界を目指す学生を対象に、水生生物の生息調査や保護について講義と演習を通じて解説する。鯨類の生息調
査、ウミガメの産卵調査を実際のフィールドに行って体験するとともに、それら生物の保護についても学ぶ。

授業の到達目標

海上でスナメリ・ザトウクジラを視認できるようになる。産卵のために上陸したウミガメの体サイズ測定、個体識別用のタグづけができるようになる。ウミガメの卵の移植と保護柵の
設置方法を習得する。ザトウクジラの個体識別写真を撮影し、個体識別ができるようになる。それらの生態の解説や環境アセスメントの仕事について説明できるようになる。

授業計画

スナメリ調査実習　事前講義　対象鯨種の生態について理解する ザトウクジラ調査・保全に関するガイダンス

小型鯨類調査 ザトウクジラ現地調査

小型鯨類調査 ザトウクジラ現地調査

小型鯨類調査 ザトウクジラ現地調査

小型鯨類調査 ザトウクジラ現地調査

ウミガメ調査に関するガイダンス ザトウクジラ現地調査

ウミガメ調査に関するガイダンス ザトウクジラ現地調査

ウミガメ産卵調査：ウミガメの産卵行動を観察する ザトウクジラ現地調査

ウミガメ産卵調査：ウミガメの産卵行動を観察する ザトウクジラ現地調査

ウミガメ産卵調査：ウミガメの体サイズ測定 ザトウクジラ現地調査

ウミガメ産卵調査：個体識別用のタグの装着 ザトウクジラ現地調査

ウミガメ産卵調査：ウミガメ卵の保護のための保護策の設置 ザトウクジラ現地調査

ウミガメ産卵調査：ウミガメ卵の移植 ザトウクジラ現地調査

前期筆記試験 ザトウクジラ現地調査

前期の総括 後期の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 授業中に適宜紹介する。

参考書 該当なし。

評価方法・基準 前期：筆記試験50%、出席率50%、後期：出席率50%、レポート提出50%

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 海洋哺乳類
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marine Mammal Science 
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

2024年3月に近畿大学博士後期課程を満期単位取得退学。2022年4月から人間環境大学にて大学実習助手および非常勤講師を務める。2016
年年度～2021年度には御蔵島において野生ミナミハンドウイルカの個体識別調査員midoに所属し、水中でイルカの撮影を行い、個体識別をして
いた。海洋哺乳類の研究は野生下と飼育下の両方においてイルカの社会的性行動について研究を行っている。陸生動物ではコツメカワウソやラ
イオンなどを対象にエンリッチメントに関する行動の研究を行っている。

授業の概要・目的

本講義の対象種である海洋哺乳類は、日本近海にも多数生息し、水族館やホエールウォッチング、ドルフィンスイムなどでも身近な存在であり、様々な地域で重要な観光資源と
なっている。しかしながら、近年、野生動物の観光利用は厳しい立場に立たされつつある。また、人間活動などが原因で、過去に生息数を大きく減少したために保護を必要とする
種や、絶滅してしまった種が存在する。こうした現状において、将来、水族館やホエールウォッチングの現場などを含め、野生動物と関わる職種への就職を目指す学生は、対象
動物に対する知識を身につけ、一般客へそれを伝えられるようになる必要がある。本開講科目では、海洋哺乳類の分類、進化、体の構造、生理といった基礎情報に加え、生態、
社会、行動、認知などについて習得する。また、保全や飼育に対する世論についても知識を深める。

授業の到達目標

水族館飼育員およびウォッチングガイドなどに必要な海洋哺乳類の基礎生態を説明できるようになる。具体的には、分類、進化および水中適応について概説できるようになる。
また代表的な種について、分布、食性、繁殖、成長および社会などについて解説できるようになる。生息状況が悪化した海洋哺乳類を中心に、その原因や保全について論じるこ
とができるようになる。人と鯨類の関わりの歴史や飼育などの観光利用に関する現状を説明できるとともに、それらについて自分の考えを述べることができるようになる。

授業計画

海棲哺乳類とは
分類、系統、学名の概要について知る

鯨類の餌と摂餌生態について知る

進化
鯨類の進化について知る

海洋哺乳類の回遊や生息地利用について知る

ヒゲクジラ
ヒゲクジラの分類を知る

海洋哺乳類の繁殖生理（生殖器、生殖腺、排卵、妊娠）について知る

大型ハクジラ
大型ハクジラの分類を知る

海洋哺乳類の繁殖行動・戦略について知る

小型ハクジラ
小型ハクジラの分類を知る

海洋哺乳類の生活史と社会の特徴を知る

鰭脚類
鰭脚類の進化・分類について知る

ハクジラの生活史と社会（単独と持続的集団）について知る

その他の海洋哺乳類
その他の海洋哺乳類の進化・分類について知る

ハクジラの生活史と社会（母系）について知る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき(外部形態、各部位
の役割、計測、臓器)について知る

海洋哺乳類のこころ・認知について知る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき(脳、嗅覚、触覚、
視覚)について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：捕る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（骨格、筋肉、遊
泳）について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：混獲

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（皮膚、体温調整、
体色）について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：保護

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（耳、聴覚、鳴音）に
ついて知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：保全

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（コミュニケーショ
ン、エコーロケーション）について知る

トレーニング

鰭脚類・海牛類などの餌と摂餌生態について知る 社会的性行動

前期内容振り返り 後期内容振り返り

準備学習・時間外学習
準備学習：1つ前の授業での内容を再確認する。
時間外学習：授業で示された重要事項を資料を用いて復習する。疑問点があれば質問する。

教科書・テキスト

参考書 海棲哺乳類大全 田島木綿子・山田格 監修 緑書房

評価方法・基準 筆記試験90％　出席点10％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 1 演習

2 講義・演習 2 講義・演習

3 講義・演習 3 講義・演習

4 講義・演習 4 講義・演習

5 講義・演習 5 講義・演習

6 講義・演習 6 講義・演習

7 講義・演習 7 講義・演習

8 講義・演習 8 講義・演習

9 講義・演習 9 講義・演習

10 講義・演習 10 講義・演習

11 講義・演習 11 講義・演習

12 講義・演習 12 講義・演習

13 講義・演習 13 講義・演習

14 講義・演習 14 講義・演習

15 講義・演習 15 講義・演習

授業科目名 キャリア 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 ホスピタリティ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Hospitality
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
関西の迎賓館といわれる老舗ホテルにて、ゲストリレーションズ・ブライダルプランナーとしてＶＩＰアテンドや館内外の情報をお伝えしたり、結婚式
＆披露宴のプランニングを行う。企業の新入社員研修や接遇研修なども幅広く実施している。自他の違いを認め、人の美点を抽出し、伝えることも
得意とする。産業カウンセラー・メンタルヘルスマネジメント資格など保有

授業の概要・目的

動物・海洋・自然分野の多くは、大きく分けるとサービス産業に属します。お客さま以外でも、触れ合うもの・ひと・ことすべてにおいて重要なホスピタリティについて学びます。
接客をメインとした職業以外であっても、広い意味では、すべてが接客業で、その根幹に必要なものは、「ホスピタリティ」です。
ここでいう「ホスピタリティ」とは、自他の違いを認め、尊重し合いながら、思いやりをもって接することができること。同じコミュニケーションでも、さらにワンランク上の「ホスピタリティコ
ミュニケーション」が当たり前に実施できる人財としての基礎を育みます。秋実施予定のCSU検定合格に向けても取り組みます。
受講姿勢から、お互いにホスピタリティ精神を発揮して臨みましょう。　モットーは「楽しく深く学ぶ」。　講義でいろいろなことを試行錯誤し、実社会で実践してみてください。

授業の到達目標

①ホスピタリティコミュニケーションが何かを理解し、実践することができる。
②自他の違いを認め、尊重し合い、自己肯定感・自己効力感を高めることができる。
③自信をもって、積極的にものごとに挑戦できるようになる。

授業計画

講義概要・自他紹介・ホスピタリティについて。ホスピタリティコミュニ
ケーションの基礎①聴き方

講義概要・前期課題の確認・後期の目標宣言
夏休みについて「伝える」「聴く」

ホスピタリティの第一歩①　自己理解を深める アサーティブコミュニケーションを学ぶ

ホスピタリティコミュニケーションの基礎②話し方 関係を深める断り方や粘り強い交渉力を学ぶ

ホスピタリティの第一歩②　自他の違いを実感する アンガーマネジメントを学ぶ

ホスピタリティコミュニケーションの基礎③仕草・表情
CSU検定に向けて検定対策特講
（CSU検定の実施日程により変動あり）

日常生活で発揮するホスピタリティ ホスピタリティコミュニケーション実践①　自分を伝える

ホスピタリティあふれるプレゼンテーションの基礎と実践
ホスピタリティコミュニケーション実践②
他者の魅力を引き出し伝える。

社会のホスピタリティ調査発表
ユニバーサル・サービスとホスピタリティ①
就職希望業界でのユニバーサルサービスを調査発表する

理想のホスピタリティ社会とは
ユニバーサル・サービスとホスピタリティ②
実際の施設でのユニバーサルサービスを調査発表する

意見が異なる場合のホスピタリティ（コンセンサス) 業界で発揮できるホスピタリティアイディア検討会

わかりやすく伝えるホスピタリティ（情報伝達） 業界で発揮できるホスピタリティアイディア発表会

ホスピタリティが発揮できる自己肯定感をはぐくむ
日々の生活で、より具体的に発揮できるホスピタリティコミュニケーショ
ンを考える

ホスピタリティがより豊かになる自己効力感をはぐくむ ホスピタリティコミュニケーションゲームで自他理解を深める

前期のまとめ・復習・筆記試験 後期のまとめ・復習・筆記試験

前期の総括と後期にむけての課題確認 年間総括・今後の課題と宣言

準備学習・時間外学習
日々実践できるホスピタリティは何かを考えて行動する習慣をつける。
実社会の中で、発揮されているホスピタリティを観察し、自分の行動に落とし込む習慣をつける。

教科書・テキスト コミュニケーションスキルアップ検定テキスト・講師作成プリント

参考書 特になし（ホスピタリティ関連書籍など）

評価方法・基準 講義レポート、筆記試験、課題提出点、課題発表点

成績評価
評評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

講義・演習 1 講義

講義・演習 2 講義

講義・演習 3 講義

講義・演習 4 講義

講義・演習 5 講義

講義・演習 6 講義

講義・演習 7 講義

講義・演習 8 講義

講義・演習 9 講義

講義・演習 10 講義

講義・演習 11 講義

講義・演習 12 講義

講義・演習 13 講義

講義・演習 14 講義

講義・演習 15 講義

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 動物繁殖生理
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Animal Reproductive Physiology
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
サファリパーク勤務11年、海外野生動物保護センター勤務2年。現在は往診動物病院を開業。愛玩動物、ふれあい動物園動物、飼育下野生動物
の診療や飼育アドバイスを行っている。日本野生動物医学会会員、野生動物保全繁殖研究会幹事

授業の概要・目的

この授業では、まず動物の繁殖のための体の構造と仕組みを学ぶ。そして、動物による繁殖様式の違い、飼育動物の子孫を残すために必要な知識、妊娠診断の方法、出産前
の準備や出産時の母親および新生子に必要なケア、哺乳類の人工哺育、繁殖に関連する病気、鳥類の繁殖生理と人工ふ化の知識を修得する。また、絶滅にひんしている野生
動物の保護増殖、動物園水族館における繁殖の話題や問題についても知る。

授業の到達目標

哺乳類と鳥類の繁殖生理に関する知識を習得する。飼育員として、適切な繁殖計画ができる、出産前の準備ができる、出産後のケアができる、繁殖に関連する研究ができるよう
になる。

授業計画

哺乳類の配偶システム：オスとメスはどのように出会いカップルにな
るか

オスの生殖器：精巣と精子

メスの生殖器：卵巣と卵子　　動物によって異なる子宮の形

妊娠とは：排卵から受精まで　　妊娠診断の方法

メスの繁殖生理：性周期　　メスの性ホルモン

オスの繁殖生理：オスの性ホルモン　発情期の行動

胎盤とは：胎盤の役割、動物によって異なる胎盤の形

妊娠診断：動物の妊娠はどのように調べるか

出産準備：動物によって異なる準備

繁殖に関連する病気：知っておくべきこと　病気の予防

鳥類の繁殖生理：鳥類の繁殖生理　飼育下で注意すべきこと

鳥類の繁殖生理：卵の形成　ヒナの違い　人工ふ化

鳥類の人工ふ化：卵を検査する方法　鳥のよって異なるヒナの特徴

レポート試験　　動物園における繁殖の話題、問題

人工授精　　絶滅に瀕した野生動物の保護増殖

準備学習・時間外学習 オンデマンド配信による授業。毎回　約60分の授業を行い、その後30分間、各自で課題（復習）に取り組む。

教科書・テキスト 専用テキストなし。

参考書 哺乳類の生物学3 生理：東京大学出版会）、海棲哺乳類学大全：緑書房（ECO図書室に所蔵）

評価方法・基準 試験はレポート提出。授業出席率とレポート内容で評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマルエクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 DX動物管理
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Technology of Animal Management
授業形態 120 (8)

内容 内容

講師名

実務経験概要

牛・犬・ヒトの歩行解析、放牧牛管理用（繁殖・疾病検知）センサの開発、AIを使った実験動物行動解析システム（自動評価）、牛のネグレクト治療開
発研究、産業動物カルテデータを使った疾病予測、ヒト整形疾患患者の歩行解析、AI応用した歩行評価法の研究等を行ってきた。
AzureAI900取得。

授業の概要・目的

本講義では、動物園や水族館といった飼育展示施設における「精密な飼育管理」の実現を目指し、デジタル技術（DX）と人工知能（AI）をどのように応用すべきかを学習します。現
在、飼育現場では少子高齢化による労働力不足や労働条件の変化が課題となっており、従来のような「経験と勘」のみに頼った動物管理では、疾病による死亡や体調悪化の早期
発見が困難になりつつあります。本講義では、個体の「命を守る」という倫理的視点を軸に、以下のプロセスを体系的に学びます。
データ収集： 気温・湿度・照度などの環境データや、餌の在庫・栄養状態のデジタル管理。
異常検知： AIを活用した行動解析による、動物の微細な変化や異常行動の自動検知。
解析と評価： 収集したデータを統計的・客観的に分析し、飼育環境の改善へとフィードバックする手法。
最先端のテクノロジーを動物福祉（アニマルウェルフェア）に融合させ、持続可能な飼育管理体制を構築できる、次世代の専門人材を育成することを目的とします。

授業の到達目標

本講義の修了後、学生は以下の能力を身に付けていることを目標とします。
・DXの必要性の理解： 動物園・水族館における疾病死亡のリスクを低減するために、なぜデータに基づいた精密管理が必要であるかを論理的に説明できる。
・環境・栄養管理スキルの習得： 飼育環境（環境条件）と給餌（栄養・在庫）のデータを統合的に管理する仕組みを理解し、具体的な管理項目を設計できる。
・AI活用の基礎知識： 画像解析やセンサーデータを用いて動物の行動をモニタリングし、異常を早期発見するためのAI応用の基礎概念を習得する。
・データサイエンスの実践： 収集したデータを適切に解析・評価し、飼育現場における意思決定や改善提案に応用する思考プロセスを身に付ける。

授業計画

・なぜ、ノートやメモを取り、DXやAIを学ばなくてはならないか？
自分でノートを取り、脳を鍛えた人が、DX/AIを武器にできるプロにな
れることを理解する。

各人・各グループで解析した施設データの結果（2）
ブレインストーミングのやり方を学び、議論する。

・学生データから「ノートと記憶の関係」を解析する
・地政学と動物業界との関連性について考える

リサーチに必要な自らが行うデータ収集法について（１）
センサ、計測機器について

地政学と動物業界との関連性
・輸入餌の価格変化を実際に予測する

リサーチに必要な自らが行うデータ収集法について（２）
画像解析について

データ解析の基礎
「作業仮説」の立て方　解析の戦略について

動物管理におけるリスクマネージメント（１）
・展示動物（環境・疾病）

行動とセンサデータの関連性（１）脳と行動
動物管理におけるリスクマネージメント（２）
・展示動物（エンリッチメント化に必要な手順）

行動とセンサデータの関連性（2）発情行動・予測
動物管理におけるリスクマネージメント（３）
・人事面（労働環境）

実際の行動データを使った分娩予測（１）
動物管理におけるリスクマネージメント（４）
・災害・天災面（餌・電気・空調・その他）

実際の行動データを使った分娩予測（２）
予測できた内容を各人・グループで発表してもらいます。

グループ・個人で解析するテーマを決め Azuru・Excelを利用したデー
タ分析（1）

気象データの解析とGrobal warmingについて
グループ・個人で解析するテーマを決め Azuru・Excelを利用したデー
タ分析（2）

「気象データ」と「動物の疾病」との関連性について考え
る

グループ・個人で解析するテーマを決め Azuru・Excelを利用したデー
タ分析（3）

公開されている動物園・水族館のデータの解説
・各人各グループで解析する動物園・水族館を決める。
・情報を収集し作業仮説を立てる。

グループ・個人で解析するテーマを決め Azuru・Excelを利用したデー
タ分析（4）

実際のデータを解析し、施設の問題点を見つける演習
講義で使用データまたは新たなデータを使った解析結果のプレゼン（１）
・個人で行う。作業仮説を立案し、結果が仮説を指示しているか評価。
・改善点を指摘し、どのようするかを考察：みんなで議論。

比較解析する方法論（１）統計の基礎
講義で使用データまたは新たなデータを使った解析結果のプレゼン（２）
・個人で行う。作業仮説を立案し、結果が仮説を指示しているか評価。
・改善点を指摘し、どのようするかを考察：みんなで議論。

比較解析する方法論（２）統計処理の実践
講義で使用データまたは新たなデータを使った解析結果のプレゼン（３）
・個人で行う。作業仮説を立案し、結果が仮説を指示しているか評価。
・改善点を指摘し、どのようするかを考察：みんなで議論。

各人・各グループで解析した施設データの結果（１）
ブレインストーミングのやり方を学び、議論する。

講義で使用データまたは新たなデータを使った解析結果のプレゼン（４）
・個人で行う。作業仮説を立案し、結果が仮説を指示しているか評価。
・改善点を指摘し、どのようするかを考察：みんなで議論。

準備学習・時間外学習 Cipilot等のAIを使った情報およびデータ収集

教科書・テキスト 特になし。

参考書
講義の中で紹介したい。DXに関する大阪ECOの蔵書を紹介したい。
学生が所有している教科書は、本講義でも使いたい。

評価方法・基準
出席、個人もしくはグループプレゼン、記述テスト
総合的に評価

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 動物飼育演習Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Zoo Animal Management Ⅱ
授業形態 120 (8)

内容 内容

講師名

実務経験概要 アクアリウム業界歴：13年　株式会社アクアリウムトールマン入社　約4年

授業の概要・目的

本講義ではアクアリウムの管理・販売における水生生物全般の管理方法や販売方法の基礎知識を学び、現場で即戦力となり得る知識・技術を身に付ける事を目標とする。実際
の店舗運営の観点からお客様に対しての提案方法や、接客方法などお客様が求めるサービスが何かを考え実践していく。また実際に働いている現場STAFFからの指示や実技
指導をもとに働く姿勢やビジネスマインドのあり方についても学んでいく。また、店舗営業中に実習を行い、実際にお客様と接客を実践する。

授業の到達目標

アクアリウムショップや水族館などの現場で管理、企画、販売に一貫して通用する基礎知識・基礎技能の取得
販売店スタッフとしての最低限の接客マナーの習得。

授業計画

初回ミーティング、オリエンテーション 海水生体の基本（分布、環境）

アクアリウムショップの基本 海水水槽管理徹底講座（基本編）

日常管理の復習 サンゴ飼育の基本（分布、分類）

店舗スタッフとしての心得、接客マナー（学習編） 水槽メンテナンス徹底講座（実践編）③

店舗スタッフとしての心得、接客マナー（実践編） サンゴ飼育の基本（水質編）

淡水魚飼育の基本（病気） サンゴ飼育の基本（水質実践編）

給餌方法徹底講座 海水魚飼育の基本（種類と特徴）

水槽メンテナンス徹底講座（学習編） POPを活用した提案（海水魚編）

水槽メンテナンス徹底講座（実践編）① 海水魚飼育の基本（管理方法と病気）

種類別飼育方法（淡水編）① 水槽メンテナンス徹底講座（実践編）④

POPを活用した提案（淡水魚編） ライブロックの基本（学習編）

前期試験 ライブロックの基本（実践編）

水槽メンテナンス徹底講座（実践編）② 後期試験

種類別飼育方法（淡水編）番外編 種類別飼育方法（海水）番外編

まとめ振り返り まとめ振り返り

準備学習・時間外学習 授業中に適宣課題を与える。授業中に書き溜めたメモ及び授業ごとの目標設定、達成状況などをまとめたノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 授業中に適宜紹介する

評価方法・基準 出席率30％、平常評価点35％、試験35％の最高評価点を100点とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 オープンキャンパス
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Open　Campus
授業形態 15 (1)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校、教務スタッフとして勤務

授業の概要・目的

毎年1回開催される学園祭を通じ、企画、運営、予算管理を体験するとともに、人と協力して作業することの大切さを学びます。

授業の到達目標

イベントにおける企画や運営について説明できるようになる。簡単な予算管理ができるようになる。イベント運営を通じて他人との協調性を高める。

授業計画

学園祭　準備（企画・制作）①

学園祭　準備（企画・制作）②

学園祭　本番①

学園祭　本番②

学園祭　本番③

学園祭　本番④

学園祭　本番⑤

学園祭　本番⑥

準備学習・時間外学習 適宜説明します

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率を重視します

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

講義・演習 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 スポーツフェスタ
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Sports Festa
授業形態 15 (1)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校、教務スタッフとして勤務

授業の概要・目的

スポーツフェスタは大阪ECO動物海洋専門学校が毎年1回開催する体育大会のことであり、学生が主体となって実行されている。学生は競技種目の選定、ルール作り、各種備品の
調達等を行うとともに、実行委員会を設置し大会の企画や運営を行う。

授業の到達目標

スポーツフェスタの企画に参加することで、協調性、団結力、マネジメント力を高める。

授業計画

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

企画会議②
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議③
クラスで着る衣装・小物など話し合い

スポーツフェスタ本番

スポーツフェスタ本番

スポーツフェスタ本番

スポーツフェスタ本番

振り返り&アンケート実施

準備学習・時間外学習 適時指示します

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率を重視します

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 キャリア 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 キャリアデザインⅡ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Career　Design　Ⅱ
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校教務として勤務

授業の概要・目的

学校イベントや企業プロジェクト授業を通して、計画・実行・運営を実際に経験し、コミュニケーション力やチームワークを学ぶ。
また人を動かすヒューマンマネジメント力、コンセプトワーク技法を学び新しいアイデアをたくさん提案できる企画力を身につける。

授業の到達目標

クラスメイト・下の学年を職場のチームと仮定し、企画力・運営力・コミュニケーション力に加え、協調性や社会性を身につける。

授業計画

クラスオリエンテーション① 学園祭準備①

デジタルコンテンツ演習　施設決め① 学園祭準備②

デジタルコンテンツ演習　施設決め② 学園祭準備③

企業プロジェクト・スポフェス関係 学園祭準備④

企業プロジェクト・スポフェス関係 学園祭準備⑤

企業プロジェクト・スポフェス関係 企業プロジェクト

企業プロジェクト 企業プロジェクト

企業プロジェクト 企業プロジェクト

企業プロジェクト 企業プロジェクト

企業プロジェクト weareECO卒業進級制作展準備

スポーツフェスタの準備① weareECO卒業進級制作展準備

夏休み前インフォメーション weareECO卒業進級制作展準備

前期試験勉強① weareECO卒業進級制作展準備

前期筆記試験日 weareECO卒業進級制作展準備

振り返り授業 振り返り授業

準備学習・時間外学習 授業中に適時指示します。授業中に書き留めたメモなどを基にスケジュール帳・ノートを作成する

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率を重視します

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 グローバル 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 グローバルコミュニケーション　Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Global Communication　Ⅱ
授業形態 120 (8)

内容 内容

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

オンデマンド授業は予習として語彙や文法の、スピーキングやライティングにおける表現方法について学習します。対面授業では、オンデマンド授業で学んだことを会話やライティン
グを通して実践します。オンデマンド授業は必ず対面授業の前に受講してください。学習目標を到達するためには、オンデマンド授業、対面授業両方を受講することが必須となりま
す。

授業の到達目標

日常生活での情報・説明や、まとまりのある内容が理解できるようになる。また日常生活の話題について、出来事の説明、用件を伝えることができる。

授業計画

[WH-question]を使って相手の性格について尋ねる会話を練習する
「間接疑問文」を使って、人に質問をする、また質問に答える練習をする

[used to]を使って音楽についての好みの変化について話す
比較の表現を使って、TV番組や映画について話す

自己紹介と他己紹介に関する会話を練習する
誰かと知り合いになるためのメールを書く

誘いを断る必要がある場面での会話を練習する
映画のレビューを書く

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「良いリーダーになるために必要なこと」　・前期発表と連動する内容
現在進行形を使って持ち物について話す

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「メディアやエンターテイメントにおける好みの違い」・後期発表と連動する内容
現在完了進行形を使って、最近していることについて話す

現在完了形を使って持ち物やその機能などについて話す
聞き返しの表現や話題を変える際の表現を使ってディスカッションをする

現在完了形や現在完了進行形を使って、物事の進捗について話す
他人のニュースについて、自分の意見を離す

欲しいものについての広告を書く
スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「出かける時の持ち物について」　・前期発表と連動する内容

タイムマネジメントについての投稿を書く
スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「時間を有効に使う方法」　・後期発表と連動する内容

冠詞に注意しながら、自分の町について尋ねる、また質問に答える練習をす
る
［would/could/should］を使って、他の場所への生き方について話す

助詞［have to, need to, must］を使って、大学や学校で学ぶ科目について話す
助詞［can't, must not］を使って、在宅勤務・自宅学習のルールんいついてディ
スカッションをする

建物内の道案内の場面での会話を練習する
求人に対して志望動機を書く

心配していること（自身がないこと）、自身があることについて話す
自分の履歴書について、要点を書く

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「自分の町の人気な場所についてプレゼンをする」・前期発表と連動する内容
［be going to/will］を使って、週末の予定について話す

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「自分に合った完璧な仕事をデザインする」　・後期発表と連動する内容
商品の素材や材料について話す

［be going to/will］を使って、旅行の計画について話す
心配や不安になる状況での会話を練習する

商品の生産地について話す
買いたいものについて話す、理由を尋ねる練習をする

イベント内容やスケジュールについての情報を伝えるメールを書く
スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「さまざまな人に異なるアクティビティをアサインする」・前期発表と連動する内
容

商品に関するレビューを書く
スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「商品のCMを作成する」　・後期発表と連動する内容

単純過去形を使って、失くしたものや、見つけたものについて話す
単純過去形、過去進行形を使って、
助けが必要になる場面での会話を練習する

句動詞［work out, set up, など］を使って、成功の秘訣について話す
現在・未来の条件文を使って、想像上のチャレンジについて話す

驚いたできごとについて話す
短い物語を書く

意見を述べる、了承を求める練習をする
自身の身に起きた出来事について書く。

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「おもしろい、驚くストーリー」　・前期発表と連動する内容
数量詞を使って、都会の問題について話す

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「憧れの人について」　・後期発表と連動する内容
事故について話す

現在・未来の条件節を使って、問題と解決策について話す[though]を使って
反対意見を述べる練習をする
心配や安心を表す表現を使った会話を練習する

体験した極端な出来事について話す
ある出来事に関する、自身の感情、気持ちを話す

価値観についてのネット投稿に対し、自分のコメント（考え）を書く
Time to Speak：前期発表

教訓となった出来事と学んだことについて書く
Time to Speak：後期発表

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト EVOLVE 3

参考書

評価方法・基準 小テスト評価50％、出席率50％。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義・演習

2 講義 17 講義・演習

3 演習 18 講義・演習

4 演習 19 講義・演習

5 講義 20 講義・演習

6 講義 21 講義・演習

7 講義 22 講義・演習

8 演習 23 講義・演習

9 演習 24 講義・演習

10 演習 25 講義・演習

11 演習 26 講義・演習

12 講義 27 講義・演習

13 講義 28 講義・演習

14 講義 29 講義・演習

15 演習 30 講義・演習

授業科目名 テクノロジー 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 デジタルコンテンツ演習
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Degital Contents
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
独学で写真・映像について学び、2020年にLIBERAL Worksを開業。ライブ写真、イベント撮影など写真をメインに活動しながらアーティストのMV、企
業のプロモーション、SNS用の映像など映像撮影・編集など幅広く活動している。

授業の概要・目的

IT技術を活用したデジタルコンテンツ制作や演出の方法を学ぶための実践的な演習です。昨今ほぼ全ての動物園・水族館が公式のSNSアカウン
トを運営しており、その中のコンテンツのほとんどをスタッフ自らが制作を行なっていることから、業界内では質の高いデジタルコンテンツを制作で
きる人材が、プラスアルファのスキルを持つ人材として求められていることが容易に想像できる。動物園や水族館における教育や情報発信のため
のデジタルコンテンツを制作し、そのプロセスを通じてデジタル技術の活用方法やクリエイティブなアプローチを身につけることを目的としている。

授業の到達目標

ソフトを駆使しながら学生自らが企画、撮影、編集までを行い、デジタルコンテンツ制作のスキルを会得すること。

授業計画

授業内容の紹介。動物園や水族館におけるデジタルコ
ンテンツの役割と可能性についての講義。

映像制作における基礎知識と正しい撮影方法を学び、
デジタルコンテンツの企画や構成を考える。

撮影実習（１）基本的なカメラ操作や撮影テクニックの解
説。

撮影実習（２）探索を行い施設の環境の理解を深め、適
切な構図について知る。

デジタルコンテンツの制作ツールや基礎知識の習得。

動画編集を行う上での基本操作(カット、テロップ、トラン
ジション、BGM)について学ぶ。

デジタルコンテンツを完成させ、その過程で出てきた疑
問や問題を解消する。

制作したデジタルコンテンツのプレゼンテーションと
フィードバックセッション。

撮影実習（３）Aロール、Bロールを意識した企画内容に
沿った素材の撮影。

撮影実習（４）クリエイティブな構図の模索と実践。

撮影実習（5）素材の選定。

動物園や水族館のSNSマーケティングや教育を意識し
たデジタルコンテンツの企画を考える。

複雑なテロップやSEを駆使して動画のクオリティを上げ
る。

これまでの学習を活かしながら、自身が考えた企画や
テーマを動画を通して表現する。

それぞれが考え、制作したコンテンツのテーマ(動物園や水族館の
SNS集客や教育を意識した内容)について発表し、プレゼンテーション
を行う。

準備学習・時間外学習
動物園や水族館がSNSでどんなデジタルコンテンツや動画をアップしているのか確認したり、テレビなど色々な映像に触れ、コンテンツへのアイデア
の引き出しを増やしておくこと。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 第8回、第15回目の授業での発表で評価を行う。評価基準については、本コースの進捗度合いを鑑みながら策定していく。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。
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2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 マネジメント 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 企画プランニング演習
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practical Business Planning 授業形態 240(16)

内容 内容

講師名

実務経験概要
デジタルメディア関連システム構築およびコンテンツ制作管理と、関連するプロジェクトマネージメント実
務を経験。博物館、企業展示ブースなどのプランニングおよび運営を担当。大規模エンターテイメント設
備の映像プログラミングに携わる。学芸員資格所有。									

授業の概要・目的

学内で行われる各種イベント、さらに産学連携プロジェクトを通じて、企画プランニング手法を学ぶ。
産学連携を通年活動の軸に据えながら、経験を通じて自ら理想の動物園・水族館・関連研究設備を企画および運営の経験を得る
ことを目的とする。

授業の到達目標

将来、動物園、水族館および関連する研究施設などで企画立案から運営管理までリードできる人材になることを将来目標としなが
ら、3年次、4年次に向けて、企画立案と運用に必要となる複眼的な視座を得る。

授業計画

4/15　ガイダンス、グループ分け実施
10/7　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

4/22　産学連携プロジェクト：現地オリエン
テーション

10/14　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

4/29　企画提案作成
10/21　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

5/13　企画提案作成
10/28　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

5/20　企画提案作成
11/4　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

5/27　産学連携プロジェクト中間プレゼンテー
ション

11/11　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

6/10　最終プレゼンテーション準備
11/18　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

6/17　最終プレゼンテーション準備
11/25　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

6/24　最終プレゼンテーション準備
12/2　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

7/1　最終プレゼンテーション準備
12/9　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

7/8　産学連携プロジェクト最終プレゼンテー
ション

12/16　冬大型オープンキャンパス出展準備

7/22　最終プレゼンテーション振返り、グルー
プワーク

1/12　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

8/26　動物園水族館論、プロジェクト理論講
義、グループワーク

1/20　グループワーク（進捗に応じた演習を実
施）

9/2　動物園水族館論、プロジェクト理論、グ
ループワーク

1/27　若クリ出展最終準備

9/9　前期試験（9/6期限）講評
2/10　後期試験講評、若クリ振り返り、春大型
オープンキャンパス出展準備

準備学習・時間外学習
各自必要に応じて参考となる動物園・水族館を視察すること。さらに人々が集まる商業施設などに対して
も企画の参考として眼を向けていくことが望ましい。特に場所は指定するものではない。

教科書・テキスト 特に指定する教科書・テキストはない。

参考書 特に指定する参考書はない。各自必要に応じて本校所蔵の書籍を中心に、幅広く参考文献を読み解いていくことが望ましい。

評価方法・基準 授業に対する理解度をレポート（フォーマットは改めて指定）にて評価する。正確性・独創性・客観的な視点など、授業の進捗にあわせて複数の基準を設ける。				

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とす
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、
B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。





2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 進級研究
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Promotion Study
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校の教務として勤務

授業の概要・目的

1年間の学習の集大成として、課題に取り組み、修得した技術・知識を実践します。

授業の到達目標

クラス内でのコミュニケーション能力向上、自分の考えを言語化、スケジュール管理能力を習得できるようになる。

授業計画

若きクリエーター展　準備①

若きクリエーター展　準備②

若きクリエーター展　準備③

若きクリエーター展　準備④

若きクリエーター展　準備⑤

若きクリエーター展　本番①

若きクリエーター展　本番②

若きクリエーター展　本番③

若きクリエーター展　本番④

若きクリエーター展　本番⑤

若きクリエーター展　本番⑥

若きクリエーター展　本番⑦

若きクリエーター展　本番⑧

若きクリエーター展　本番⑨

若きクリエーター展　本番⑩

準備学習・時間外学習 適宜指示します

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率を重視します

成績評価
評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をC、59点以下をD評価とする。
ただしA、B、およびCを合格とし、Dを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 講義

9 講義・演習

10 演習

11 演習

12 講義・演習

13 演習

14 演習

15 講義

授業科目名 人と動物と自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 インタープリテーション
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Interpretation Training
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

水族館新設時の全ての業務（建設地検索、事業計画策定、資金調達、マーケティング企画、環境演出策定、生体搬入、建築資材調達、現場施
工管理、人事採用、オペレーション構築、イベント・商品開発、広報）に関する企画立案と責任者としての実行（合計9年間）。
その他、証券業界や一般事業会社における財務活動に関する各種業務全般（プロジェクトファイナンス、M&A、事業再生、金融商品組成）を経験
（合計15年間）。

授業の概要・目的

「Interpretation」とは、本来語意は「通訳」「解説」を意味するものです。自然界を相手とする仕事において「Interpretation」とは、「単に自然事象の情報を相手に伝える解説活動」
ではなく、「自らを自然と相手の中間に介在させ、相手に能動的アクションを起こさせ自然を理解することへ導く」ことが重要な目的とされています。

「Interpretation」に必要とされるコアな資質としては、「相手と同じ目線で介在すること」である。自身の獲得した専門知識を「相手に伝える」のではなく、「能動的に獲得する姿勢
まで導く」ことで、自身の介在がなくなった時にでも継続的に相手が自然事象への能動的関与姿勢を自生させることが最終目的である。

授業の到達目標

①「Interpretation」に関する必要スキルの理解と習得
②「Interpretor」としての行動計画の策定スキルの習得

授業計画

事前講義：レジャー産業における余暇活動実態の理解

事前講義：Interpretationとは①

事前講義：Interpretationとは②
実習説明：「シティ・クリーン企画」についての事前説明

作業実習：「シティ・クリーン企画」の立案①

作業実習：「シティ・クリーン企画」の立案②

作業実習：「シティ・クリーン企画」の立案③

実演：「シティ・クリーン企画」

講評：「シティ・クリーン企画」の成果について
「体験価値」「改善点」「次回への課題」の整理

事例研究：「天王寺動物園ガイドウォーク」（6/29）

作業実習：「各自のインタープリテーション企画」の立案①

作業実習：「各自のインタープリテーション企画」の立案②

作業実習：中間報告

実演：「各自のインタープリテーション企画」③

実演：「各自のインタープリテーション企画」④

講評：各自のインタープリテーション企画
総括：インタープリテーターとしての評価

準備学習・時間外学習 適宜、講義内で告知予定

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準
①演習2項目への取組姿勢 60%（出席率含む）
②演習2項目での実演スキル 40%

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義 18 講義・演習

4 講義 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義

14 講義 29 講義・演習

15 講義 30 講義・演習

授業科目名 キャリア 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 ビジネスマナー
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Business Manner
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要
ラグジュアリーホテルにて、ゲストリレーションズとしてVIP対応やブライダルプランナーとして、ブライダルプランニングと施行に関わる。
産業カウンセラー・メンタルヘルスケア・ビジネス実務マナー検定1級、サービス接遇検定1級保有

授業の概要・目的

社会人となるうえで、必要なビジネスシーンにおけるマナーや振る舞いについて学習します。
多様化の時代の中で、単なるマニュアルだけができるのではなく、基本となるビジネスマナーを発揮した振る舞いができる思考能力も培います。
日常生活や学校生活の中でも発揮して、「信頼され、ファンが増え、選ばれる」人財になるためのマナーを学びます。

授業の到達目標

①ビジネスにおける基本的な他者に対する思いやりある考え方を理解し、それに基づき行動することができる、
②日常生活で使う「漢字」「ことわざ」「慣用句」などについて学ぶことができる。
③日常生活、学校生活の中でも、学習したビジネスマナーを実践することができる。

授業計画

講義ガイダンス　日本語表現①
ビジネスマナーの意味と重要性について
されたら嫌なこと

日本語表現⑭
前期の復習と社会人基礎力

接遇5原則　　日本語表現②
印象がよくなる「聴き方」「メモ」

日本語表現⑮
食事のマナー①　意識と和食

日本語表現③
身だしなみの重要性

日本語表現⑯
食事のマナー②　洋食

初対面でのビジネスマナー　日本語表現④
第一印象の重要性

日本語表現⑰
ビジネスにおけるタイムマネジメントとPCスキルの確認

日本語表現⑤
基本の立ち居振る舞い（立つ・座る・歩く・渡す・目線・表情）

日本語表現⑱
ビジネス文書の書き方（社内文書・社外文書）

ビジネスにふさわしい言葉遣いとその表現
日本語表現⑥

日本語表現⑲
【実践演習】企業訪問～面談①「アポイント取り」（電話・メール）

アポイントやお客様とのやり取りのためのメールのマナー
「書き言葉」
日本語表現⑦

日本語表現⑳
【実践演習】企業訪問～面談②「変更のお願い」（電話・メール）

アポイントやお客様とのやり取りのための電話のマナー①受け方
日本語表現⑧

日本語表現㉑
【実践演習】企業訪問～面談③「企業訪問」
（来客応対とのペアワーク）※オフィスカジュアルDAY

アポイントやお客様とのやり取りのための電話のマナー②掛け方
日本語表現⑨

日本語表現㉒
【実践演習】企業訪問～面談④「面談」

企業を訪問する際のマナー（アポイント取り～お礼まで）
日本語表現⑩

日本語表現㉓
【実践演習】企業訪問～面談⑤「御礼」

来客応対の際のマナー（ご案内・席次など）
日本語表現⑪

日本語表現㉔
【実践演習】企業訪問～面談⑥「報告書作成・社内文書」

ビジネスで活用する「報告・連絡・相談」のマナー
日本語表現⑫

日本語表現㉕
オンラインにおけるビジネスマナー

クレーム対応の際のマナー
日本語表現⑬

日本語表現㉖
レジリエンス・メンタルヘルスとビジネスマナー

前期試験 後期試験

前期の振り返り・後期への課題・社会人基礎力 後期の振り返り・今後の課題

準備学習・時間外学習 前回講義の復習・学習内容の日常生活での実践・他者の振る舞いからの学びの意識

教科書・テキスト 講師作成プリント使用（ファイリング）・各自のパソコン

参考書 特になし

評価方法・基準
筆記試験　50％
講義内ロールプレングや演習の取り組み　11％
毎回の講義レポート　13回×3％＝39％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 インターンシップ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 キャリアデザインⅢ
開講年度 3

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Career　Design　Ⅲ
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

水族館新設時の全ての業務（建設地検索、事業計画策定、資金調達、マーケティング企画、環境演出策定、生体搬入、建築資材調達、現場施工
管理、人事採用、オペレーション構築、イベント・商品開発、広報）に関する企画立案と責任者としての実行（合計9年間）。
その他、証券業界や一般事業会社における財務活動に関する各種業務全般（プロジェクトファイナンス、M&A、事業再生、金融商品組成）を経験
（合計15年間）。

授業の概要・目的

特定民間企業の課題解決に対する、学生視点・ユーザー視点での企画立案・プレゼンテーションの実施を通じて、
会社組織の中で即戦力として活躍できるスキル習得を目的とします。
本講義内では実際に、企業課題解決に対するソリューション企画を行うにあたり、
・マーケティング調査設計
・マーケティング調査の結果分析
・定量情報に基づく企画立案
・プレゼンテーション
の一連のビジネススキルを体験し、動物園水族館業界以外においても通用するビジネススキルを学びます。

授業の到達目標

・特定民間企業へのプレゼンテーションを通じたビジネスレベルのプレゼンスキルの習得
・定量情報から商品企画を導き出すロジック思考の習得

授業計画

企業プロジェクト連携先の属性・情報理解①

企業プロジェクト連携先の属性・情報理解②

企業課題認識と与件整理①

企業課題認識と与件整理②

企画開発プロセスの習得

マーケティング調査企画①

マーケティング調査企画②

マーケティング調査企画③

マーケティング調査企画④

マーケティング調査結果講評①

マーケティング調査結果講評②

企画立案実務の習得① アイデア拡散

企画立案実務の習得② アイデア拡散

企画立案実務の習得③ アイデア収束

企画立案実務の習得④ アイデア収束

準備学習・時間外学習 適時指示します

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準
①作業実習項目への取組姿勢 60%（出席率含む）
②作業実習項目での実演スキル 40%

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 キャリアデザインⅢ
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Career　Design　Ⅲ
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校のキャリアセンター/教務として勤務

授業の概要・目的

就職活動で必要な情報収集・ビジネスマナー指導・業界研修への準備～実施。
また試験対策として、一般教養講座を開講する。

授業の到達目標

・就職活動で必要な情報収集・ビジネスマナー指導・業界研修への準備を終える
・一般教養力を磨く
・目指す業界の課題や将来特性や仕事内容について他者に説明できる。
・リーダーシップを理解し、チームで協力してプロジェクトを計画的に遂行できるようになる。

授業計画

オリエンテーション 試験対策B　一般教養講義①

就活用　履歴書指導① 試験対策B　一般教養講義②

就活用　履歴書指導② 試験対策B　一般教養講義③

就活用　履歴書指導③ 試験対策B　一般教養講義④

進路面談 試験対策B　一般教養講義⑤

進路面談 試験対策B　一般教養講義⑥

インターンシップ先　リサーチ&スケジュール決め① キャリアセミナー①

インターンシップ先　リサーチ&スケジュール決め② キャリアセミナー②

インターンシップ先　リサーチ&スケジュール決め③ キャリアセミナー③

試験対策A　一般教養講義① キャリアセミナー④

試験対策A　一般教養講義② キャリアセミナー⑤

試験対策A　一般教養講義③ キャリアセミナー⑥

試験対策A　一般教養講義④ キャリアセミナー⑦

試験対策A　一般教養講義⑤ キャリアセミナー⑧

振り返り 振り返り

準備学習・時間外学習 授業内で随時指示がある。

教科書・テキスト

参考書

評価方法・基準 授業内評価（出席率を特に重視します）

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 キャリア 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 キャリアデザインⅢ
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Career　Design　Ⅲ
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
商業施設・展示会のグラフィック装飾や各国美術館への贈呈美術書・美術展のディレクションとビジュアル提案や、ロゴ作成や商品開発のディレ
クション、プレゼンテーション（企画・提案）を担当。VISTA ARTS入社後は滋慶学園COMグループの卒業アルバム・募集要項・メインパンフレットな
ど、冊子物の制作を行い、チーム収支計画・人事(面接)業務も担当。

授業の概要・目的

ポートフォリオとは本来、クリエイティブ業界の面接で使用する、自身の実績・作品集というイメージが強いかと思います。
しかし、昨今では多種多様な面接形式が増えてきており、クリエイティブ業界以外でも使用される場面が増えています。
例えば、趣味で編集した動画を動画投稿サイトにアップしたり、SNSのフォロワー数が多いことも立派な強みだと思います。
そのような個性をしっかりとアピールできる資料作りがポートフォリオだと考え、取り組んでいきます。
まずはポートフォリオの概念をしっかりと学び、自身の強みを一緒に見つけ、学生一人ひとりが持つ個性を、それぞれに合わせた形式でポートフォリオを完成させることが最終目
的です。

授業の到達目標

①ポートフォリオとは？：ポートフォリオに関する概念・使用する場面・内容を学ぶ
②学生一人ひとりが持つ強み・実績などをヒアリングシートなどを使用してポートフォリオの大枠をイメージ・作成する
③各個人のポートフォリオを各個人に合わせた編集ツールを使用して、実践的に作成し完成を目標とする。

授業計画

講義：ポートフォリオの活用例と作成目的
　　　　自身の強みや実績をヒアリングシートの役割と作成方法

演習：自身の強みや実績をヒアリングシートの作成①
→プロフィール(強み・弱み・スキル・キャッチコピー)

演習：自身の強みや実績をヒアリングシートの作成②
→授業・企業プロジェクト洗い出し・詳細

講義・演習：CANVAの使い方(特徴・操作方法)

演習：ポートフォリオを作成しよう ① (全体構成案の構築・コンセプ
ト)

演習：ポートフォリオを作成しよう ② (表紙・プロフィールページの作
成)

演習：ポートフォリオを作成しよう ③ (参加プロジェクト紹介ページの
作成)

中間発表

演習：ポートフォリオブラッシュアップ①(中間発表の内容反映)

演習：ポートフォリオブラッシュアップ④(フォントと余白の調整)

演習：ポートフォリオブラッシュアップ⑥(より個性を出すための調整)

演習：ポートフォリオブラッシュアップ⑨(文章等添削)

演習：ポートフォリオブラッシュアップ１０(文章等添削)

演習：ポートフォリオブラッシュアップ11(実際に印刷して確認)

振り返り

準備学習・時間外学習 適宜、授業内にて告知

教科書・テキスト パソコン、パソコン充電コード、スマホ

参考書 無し

評価方法・基準
①講義に対する取組姿勢 30%
②ポートフォリオの作成に向けた取組姿勢 50%
③授業全体を通じて自身の気付きについてのレポート 20%

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 講義・演習

2 講義 講義・演習

3 講義 講義・演習

4 講義 講義・演習

5 講義 講義・演習

6 演習 講義・演習

7 演習 講義・演習

8 演習 講義・演習

9 演習 講義・演習

10 演習 講義・演習

11 演習 講義・演習

12 演習 講義・演習

13 演習 講義・演習

14 演習 講義・演習

15 演習 講義・演習

授業科目名 テクノロジー 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 ドローン演習
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Drone Operation
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要

国家ライセンス一等無人航空機操縦士講師・修了審査員資格
DJI CAMPインストラクター、DJI農業用ドローンインストラクター
JULC基礎フライトトレーニングインストラクター
DJI Enterprise Solutions Engineer、DJI Product Deliver Engineer、第三級陸上特殊無線技士

授業の概要・目的

　現代社会においては、少子高齢化、労働力不足、男女雇用均等、女性の社会進出など、様々な社会問題を解決する１つの手段として、「空の産業革命」と言われる無人航空機
（ドローン）が注目されている。特に、これまで人々が危険を伴い出来なかったことや、素早く安価に行えることが最大のメリットとしてあげられる。
　本授業においては、これから無人航空機（ドローン）が民生活用されていく中で、様々な課題解決に向け活躍する手段（ツール）として利用されていくことを踏まえ、どのように活
用し今後の学生生活と社会生活に役立つものにするかを学ぶ。
　また、2022年12月5日より国家ライセンス制度が始まったので、二等無人航空機操縦士に合格できる知識と技能を習得することが出来る。
（本講義を受講し修了証を授与した者には、国家ライセンス特別補助制度もあります。）

授業の到達目標

　無人航空機（ドローン）の仕組みや法令をしっかりと学び、無人航空機（ドローン）の民生活用用途について考える。その上で、無人航空機（ドローン）の操作方法をマスターす
る。最終的には、無人航空機（ドローン）の本来の目的に沿って、自分自身の生活や卒業後に活かせることを目標とする。

授業計画

オリエンテーション（①授業の進め方、②無人航空機（ドローン）の歴
史、概要、③操縦者の心得）

無人航空機（ドローン）の国内市場と民生活用用途について

無人航空機（ドローン）に関する規則（①航空法、②電波法、③その
他）

無人航空機（ドローン）のシステム（①機体の種類、②飛行方法、③
飛行原理と性能、④機体の構成、その他技術）

復習テスト

アプリケーション操作、起動操作①

前後左右、対面操作

斜め移動、回転移動

アプリケーション操作、起動操作②

離着陸

サークル飛行、８の字飛行

アプリケーション操作、起動操作③

ノーズインサークル飛行

高度１５０ｍ、飛行距離２００ｍ、フェイルセーフ

実技テスト

準備学習・時間外学習
・	事前学習 ： 授業内容について、事前にインターネットや書籍により調べておくこと。
・	事後学習 ： 配布プリントを読み込んで、知識の定着を図り実践した技能を習得し、将来に活かせるよう努める。
・	その他 ： 演習（学外学習）は、大阪府豊能郡能勢町にあるドローンフィールドにて行う。（最寄りの駅に集合）

教科書・テキスト オリジナルプリント　配布

参考書 参考テキスト：DJI CAMP 技能認定専用テキスト 第6版（インプレス）　ISBN：4844380753(ISBN-10)　3,300円(税込)

評価方法・基準 授業への取り組み（45％）、座学テスト（35％）、実践テスト（20％）で、総合的な評価（到達目標別）とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 演習 24 講義・演習

10 演習 25 講義・演習

11 演習 26 講義・演習

12 演習 27 講義・演習

13 演習 28 講義・演習

14 演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 マネジメント 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 チームマネジメント演習Ⅰ
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Team Manegement Ⅰ
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

水族館新設時の全ての業務（建設地検索、事業計画策定、資金調達、マーケティング企画、環境演出策定、生体搬入、建築資材調達、現場施
工管理、人事採用、オペレーション構築、イベント・商品開発、広報）に関する企画立案と責任者としての実行（合計9年間）。
その他、証券業界や一般事業会社における財務活動に関する各種業務全般（プロジェクトファイナンス、M&A、事業再生、金融商品組成）を経験
（合計15年間）。

授業の概要・目的

動物飼育関連施設のみならず、企業経営に必要なビジネス知識の習得を行う。
ビジネスレベルの情報分析力、企画推進に関わる基礎知識を習得し、
並行して作業進捗管理を体験することで組織運営の手法もOJTで学ぶ。

授業の到達目標

次年度以降の各種講義において、企画立案・推進までが能動的に実現できるような人物像となる。
上記の推進において、ビジネスレベルで違和感のない水準のクオリティとなるとともに、
組織的な行動観点で物事を考えられるような思考が身に付く。

授業計画

マネジメント概論①
「マネジメント」とは？　ヒト・モノ・カネの管理

マネジメント概論②
「マネジメント」とは？　「カネ」の管理

マネジメント概論③
「マネジメント」とは？　財務諸表を読む-1

マネジメント概論④
「マネジメント」とは？　財務諸表を読む-2

マネジメント概論⑤
「マネジメント」とは？　「モノ」の管理

マネジメント概論⑥
「マネジメント」とは？　棚卸しを体験する

マネジメント概論⑦
「マネジメント」とは？　「ヒト」の管理
マネジメント概論⑧
「マネジメント」とは？　労働基準法・シフト管理につい
て
企画演習①
水族館経営の収支構造を知る

企画演習②
既存施設の視察

企画演習③
収益向上の企画立案-1

企画演習④
収益向上の企画立案-2

企画演習⑤
中間発表

企画演習⑥
収益向上の企画立案-3

企画演習⑦
企画発表・講評

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし（講義中に配布）

参考書 なし

評価方法・基準
①演習項目への取組姿勢 60%（出席率含む）
②演習項目での実演スキル 40%

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。
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2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 マネジメント 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 マーケティング演習
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Marketing
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要
広告代理店勤務時に企業・商品のブランディング、マーケティングをトータルで経験しました。　その経験を活かし、独立後は中小企業に特化したブラ
ンディング、デザイン経営を現場でプロデュース。　併せて、独立クリエイターの営業・プロデュース力アップ支援を行なっています。

授業の概要・目的

座学と実践型ワークショップを通じて、学生個人のセルフブランディングを確立（就職活動を含め人生の方向性を定める自分自身の軸を見つける）に
取り組み、その上で、グループワークによる動物園・水族館マーケティングの知識・ノウハウを「主体的」に学んで頂く事を目的とします。

授業の到達目標

自分（自分達）で考え、（自分、チームのために）行動し、自らで得た成果を自身の学びに、又は、その一歩に繋げる事を目的とします。

授業計画

10/7　エサキより受講の趣旨説明／みんなの事を改めてマーケティ
ング的に知り合おう自己紹介／マーケティングの基礎知識：マーケ
ティングって、結局、何なんだろう？

10/14　自分価値を見つけ、売り込むための個人ワークショップ：自分
をマーケティングしてみよう、その１「自分コンセプトを見つけよう」→
宿題：コンセプトを完成させ、エサキ宛に提出（10月19日〆切）。

10/21　自分価値を見つけ、売り込むための個人ワークショップ：自分
をマーケティングしてみよう、その２「自分コンセプトをブラッシュアップ
しよう」→ 完成させたコンセプトにエサキがFB。　その後、更にブラッ
シュアップ。

11/4　自分価値を見つけ、売り込むための個人ワークショップ：自分
をマーケティングしてみよう、その３「自分コンセプトから自分アピール
方法を考えよう」→ 自分コンセプトを基に自分を売り込むための戦
略・戦術を考える。→宿題：自分アピール方法を完成させる。次回、発
表。

11/11　自分価値を見つけ、売り込むための個人ワークショップ：自分
をマーケティングしてみよう、その４「自分コンセプトから自分アピール
方法を考えよう」→完成させた自分アピール方法を発表、みんなで
FB。

11/18　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その１：企業マーケティングの基礎知識　→チーム分け

11/26　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その２：各チームで作業。

12/2　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その３：各チームで作業。

12/9　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その４：各チームで作業　→中間発表＆みんなでFB

12/16　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その５：各チームで作業。

12/17　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その６：各チームで作業。

1/13　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その７：各チームで作業　→中間発表＆みんなでFB

1/20　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その８：各各チームで成果発表の準備

1/28　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、
その９：各各チームで成果発表の準備

2/3　グループで創る理想の動物園・水族館マーケティングプラン、そ
の１０：成果発表　→みんなでFB

準備学習・時間外学習 適時、授業内で説明します

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 授業内での学生姿勢・行動を見ながら、現場での成長を確認しながら、評価致します。

成績評価
評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をC、59点以下をD評価とする。
ただしA、B、およびCを合格とし、Dを不合格とする。
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2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 マネジメント 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 マーケティング演習
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Marketing
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要
イベント企画・商品企画・プロモーション設計など、企業と連携したプロジェクトを多数実施。
水族館・動物園・商業施設における商品企画やイベント企画の実務経験を有する。

授業の概要・目的

本授業では、動物園・水族館業界を題材に、
マーケティングの基本理解と実践的な商品・企画提案力を養う。

施設・来場者・売り場環境を踏まえ、
「なぜ売れるのか」「どうすれば価値を提供できるか」を考え、
商品・サービス・体験の企画を行う。

授業内容は、理解度や進行状況、企業連携の可能性に応じて、
実践型（実店舗・施設連携）へ発展する場合がある。

授業の到達目標

・動物園・水族館における顧客ニーズを理解できる
・マーケティングの基本構造（顧客・価値・提供方法）を説明できる
・施設特性を踏まえた商品・企画提案ができる
・自身の企画を論理的にまとめ、発表できる

授業計画

オリエンテーション・授業説明
授業の目的・進め方・評価方法を共有

マーケティング基礎理解
売れる仕組み・顧客価値の考え方

業界理解（動物園・水族館）
施設の役割・特徴・収益構造

顧客分析（来場者理解）
ターゲット・来場動機・行動分析

施設分析（強み・課題）
施設ごとの違い・特徴を整理

商品・サービス分析
既存グッズ・体験から売れる要素を抽出

アイデア発想
商品・体験・サービス企画の発想

中間発表（方向性）
企画案の共有・フィードバック

企画ブラッシュアップ

企画具体化（内容設計）
商品・体験の詳細設計

販売・導線設計
売り場・体験・価格の整理

資料作成（構成・整理）

最終発表（企画提案）

改善・実装検討
実現可能性・改善点の整理

振り返り・まとめ

準備学習・時間外学習 適時、授業内で説明します

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 授業内での取り組み姿勢、企画内容、プレゼンテーション、課題提出を総合的に評価します。                                                                        

成績評価
評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をC、59点以下をD評価とする。
ただしA、B、およびCを合格とし、Dを不合格とする。
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2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 演習 20 講義・演習

6 演習 21 講義・演習

7 演習 22 講義・演習

8 演習 23 講義・演習

9 演習 24 講義・演習

10 演習 25 講義・演習

11 演習 26 講義・演習

12 演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 マネジメント 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 施設マネジメント演習
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice　of　Management
授業形態 120 (8)

内容 内容

講師名

実務経験概要
約10年間ふれあい動物園にて運営及び飼育・トレーニングに携わる。2018年より理想のふれあいを目指し会社を設立し、動物ふれあい施設を経
営。

授業の概要・目的

本講義では基礎となる動物の飼育・トレーニングについて専門的な技術及びその意義について理解を深める。本講義はお客様を相手に実践していく事によって、即戦力となる技
術と伝える力を修得する。また、店舗運営の観点からお客様に対する接客やホスピタリティ、実際に働く現場での心構え等のビジネスマインドを身に付ける。

授業の到達目標

柔軟に飼育・トレーニング方法を考え、実践できるようになる。また、ビジネスマインドを身に付け、接客面においても伝える事ができるようになる。

授業計画

施設への理解・動物とのコミュニケーション・目標設定

飼育方法の理解を深める(飼育セクション１)
※飼育セクション4つをまわる

接客について理解を深め、実践する

トレーニングの基礎について理解する

飼育方法の理解を深める(飼育セクション2)

施設内動物の飼育管理・公衆衛生・接客				

施設内動物の飼育管理・公衆衛生・接客				

飼育方法の理解を深める(飼育セクション3)

施設内動物の飼育管理・公衆衛生・接客				

施設内動物の飼育管理・公衆衛生・接客				

飼育方法の理解を深める(飼育セクション4)

施設内動物の飼育管理・公衆衛生・接客				

動物の保定・メンテナンス

施設メンテナンス

後期学習内容の総括を行う

準備学習・時間外学習 授業中に適宣課題を与える。授業中に書き溜めたメモ及び授業ごとの目標設定、達成状況などをまとめたノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 授業中に適宣紹介する。

評価方法・基準 平常評価点(70％)　出席率(30％)で最高評価点を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 インターンシップ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 業界研修
開講年度 3

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Business internship
授業形態 360(24)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校のキャリアセンター/教務として勤務

授業の概要・目的

業界現場である各施設で、実際の仕事を体験し、社会人として必要な気構え・心構えとプロフェッショナルとしての知識・技術を習得し、将来の就職活動に役立てることを目的とす
る。
また企業プロジェクトを通して、仕事の流れを学び業界に求められている内容を理解し、企画立案&プレゼンテーションが出来るようになる。

授業の到達目標

①学生の業界へのイメージと現実とのギャップを軽減させる。
②実際の業界現場での研修を通じ、仕事の流れや職場でのコミュニケーションを学ぶ。
③社会の成り立ち、社会人としてのマナーやルールを実体験で学ぶ。
④自らの「キャリア」をデザインできる。

授業計画

インターンシップガイダンス

業界リサーチ

履歴書指導

進路面談

企業説明会　事前オリエンテーション

企業説明会　就活イベント参加

研修～企業プロジェクト取り組み

研修～企業プロジェクト取り組み

研修～企業プロジェクト取り組み

業界研修の振り返り　発表準備

業界研修の振り返り　発表

企業説明会　事前オリエンテーション

企業説明会　就活イベント参加

OGOBセミナー　　就活イベント参加

次回へ向けて　業界研究

準備学習・時間外学習 企業研究、業界研修（インターンシップ）希望先の選定活動やレポート作成など

教科書・テキスト 業界研修日報、業界研修ノートなど配布資料による。

参考書 キャリアセンターの参考情報

評価方法・基準
研修先業務の完全遂行、イベントや講義への参加、報告会での発表、レポート提出が単位取得の条件となる。
【成績評価】レポート内容、報告会、インターンシップ先企業の評価を総合して評価する。
企業プロジェクトの完全遂行

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 インターンシップ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 インターンシップ
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Promotion Study
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校の教務として勤務

授業の概要・目的

1年間かけて修得した技術や知識の集大成として進級研究に取り組み進級制作展で発表する。

授業の到達目標

人を動かす力、チームワーク力を磨き、円滑に運営できるようにする。

授業計画

若きクリエーター展　準備①

若きクリエーター展　準備②

若きクリエーター展　準備③

若きクリエーター展　準備④

若きクリエーター展　準備⑤

若きクリエーター展　本番①

若きクリエーター展　本番②

若きクリエーター展　本番③

若きクリエーター展　本番④

若きクリエーター展　本番⑤

若きクリエーター展　本番⑥

若きクリエーター展　本番⑦

若きクリエーター展　本番⑧

若きクリエーター展　本番⑨

若きクリエーター展　本番⑩

準備学習・時間外学習 なし

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率を重視します

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 ビジネススキル 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 海外留学
開講年度 3

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Study Abroad
授業形態 450(30)

内容 内容

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

これからの若者たちは、さらに変化の激しい、答えのない時代を生きることになる。そのような中で充実した人生を過ごすには、新しい環境に柔軟に適応し、問題があれば自身で
考え、チャレンジ精神を持って解決していく必要がある。海外留学は、語学コミュニケーション力の向上に加え、生活様式の違いや異文化体験を通してこのような能力を身につけ
ることを目的とする。

授業の到達目標

海外の文化や知識に触れることで、語学力・国際感覚を身につけ、将来グローバルに活躍できる人材となる。

授業計画

オリエンテーション 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」

英語プログラム「General English Course」 英語プログラム「General English Course」まとめ

準備学習・時間外学習
アクティビティ　－　校内外で様々なアクティビティに参加し、異文化を体験し、コミュニケーション力の強化、また多様性を理解する。海外の業界最先端の知識を学
ぶ。
ホームステイ　－　ホストファミリーと生活習慣をともにし異文化を共有・理解することで、グローバルな視点・価値観を身につける。

教科書・テキスト

参考書

評価方法・基準 出席率、留学報告レポートなどを使って評価

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 人と動物の自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 行動生態
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Behavioral Ecology
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪ECO動物海洋専門学校　野生動物保護専攻卒業。 野生動物関連の仕事を幅広く経験しており、現在は環境調査員として生物調査に参加。
動物の行動を活かしたセンサーカメラやGPSを用いた調査に従事経験あり。  生物分類技能検定2級動物部門、2級水圏生物部門、ビオトープ管
理士2級計画部門、2級施工部門取得

授業の概要・目的

動物の行動や集団形成の意義、順位や縄張りなど、動物行動の基礎について学びます。あわせて、得られた知識をフィールドでの観察や実践に活かせるようになることを目指します。また、3
年次の講義であることを踏まえ、学生のアウトプットや内省の機会として課題の提出も積極的に求めます。

授業の到達目標

・動物の基本的な行動パターンを説明できる ・行動を「なぜ起こるか」という視点で考察できる ・学んだことを自らが興味のあることと関連させることができる

授業計画

イントロ　動物行動を学ぶ意味

行動の進化と適応

行動のコストと利益

課題の確認と議論

採食行動について

採食と防御行動

課題の確認と議論②

動物のコミュニケーション

集団形成について

課題の確認と議論③

繁殖行動

親の行動と子育て

協力と利他的行動　　長期休み課題の確認と議論

我々に活かせる動物の行動

総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 決まったものは特になし　適宜必要だと思われるものを用意する

参考書 決まったものは特になし　適宜必要だと思われるものを用意する

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率20％、平常評価点10%で最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 キャリア 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 キャリアデザインⅣ
開講年度 4

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Career　Design　Ⅳ
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校のキャリアセンター・教務として勤務

授業の概要・目的

目指す業界へ就職するためのキャリア設計を考え、企業説明会や業界研修に参加する
そして、その活動内容をクラスメイトと情報共有し、業界で必要とされる知識・スキルを身につける
また、企業プロジェクトを通して、業界で必要な立案力・企画力・計画力・運営力を身につける

授業の到達目標

目指す業界・企業から内定を獲得する
社会人として業界で仕事をスタートする準備ができている

授業計画

オリエンテーション キャリアセミナー①

キャリアセミナー① キャリアセミナー②

キャリアセミナー② キャリアセミナー③

合説前ガイダンス キャリアセミナー④

キャリアセミナー③ キャリアセミナー⑤

キャリアセミナー④ 企業課題：運営準備

キャリアセミナー⑤ 企業課題：運営準備

キャリアセミナー⑥ キャリアセミナー⑥

キャリアセミナー⑦ 企業課題：運営準備

キャリアセミナー⑧ 企業課題：運営準備

キャリアセミナー⑨ キャリアセミナー⑦

夏休み前インフォメーション 卒業イベント準備

キャリアセミナー⑩ 卒業イベント準備

キャリアセミナー⑪ キャリア報告

前期の振り返りと総括 後期の振り返りと総括

準備学習・時間外学習 授業内で随時指示がある。

教科書・テキスト なし

参考書 Hand-Book of LIFE STYLE、サクセスノート

評価方法・基準 イベント企画・運営、プレゼン、業界研修評価50％ ＋ 出席率 50％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 講義・演習

2 講義 講義・演習

3 講義 講義・演習

4 講義 講義・演習

5 講義 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義 講義・演習

8 講義 講義・演習

9 演習 講義・演習

10 演習 講義・演習

11 演習 講義・演習

12 演習 講義・演習

13 演習 講義・演習

14 演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 テクノロジー 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 テクノロジー演出
開講年度 4

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Spatial Presentation with Technology
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要

水族館新設時の全ての業務（建設地検索、事業計画策定、資金調達、マーケティング企画、環境演出策定、生体搬入、建築資材調達、現場施
工管理、人事採用、オペレーション構築、イベント・商品開発、広報）に関する企画立案と責任者としての実行（合計9年間）。
その他、証券業界や一般事業会社における財務活動に関する各種業務全般（プロジェクトファイナンス、M&A、事業再生、金融商品組成）を経験
（合計15年間）。

授業の概要・目的

現代集客施設では、顧客体験価値を高めるために様々な環境演出を活用している。それぞれを「五感」別に体験価値を切り分けて整理し、その基となる技術・手法を学ぶこと
と、その先にあるトランザクション管理までを含む一連の運営理論を身に付けることを目的とします。

授業の到達目標

①環境演出に関する基礎知識の習得
②テクノロジーを活用した環境演出をトランザクション管理まで踏み込んでプランニングできるスキル習得

授業計画

集客施設における環境演出事例（国内・海外）

環境演出のもたらす効果・必要性

テクノロジーを活用した環境演出事例・構築要素（五感別）
環境演出事例・構築理論① 聴覚

環境演出事例・構築理論② 視覚
環境演出事例・構築理論③ 触覚

環境演出事例・構築理論④ 嗅覚

VRゴーグルを用いた環境演出要素の差異の体験

環境演出とトランザクションの関係性① 理論

環境演出とトランザクションの関係性② 実践

環境演出プランの策定①

環境演出プランの策定②

環境演出プランの策定③

環境演出プランの策定④

環境演出プラン実演リハーサル（リアル脱出ゲーム）

環境演出プランの策定⑤

環境演出プラン実演（リアル脱出ゲーム）

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし（講義中に配布）

参考書 なし

評価方法・基準
①演習項目への取組姿勢 60%（出席率含む）
②演習項目での実演スキル 40%

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 マネジメント 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 クリエイティブAqua・Zoo
開講年度 4

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Co-operative　project　study　with Aqua・Ｚｏｏ
授業形態 240(16)

内容 内容

講師名

実務経験概要
WEB関係のデザイン・制作、オンラインサービスをもとにした法人営業、企画提案。
商業施設やテーマパークでの企画提案・運営。個人事業の事業、ゲーム企画・ワークショップ経験
テクノロジーを用いたエンターティメント体験の営業、企画、提案、イベント立案とその運営

授業の概要・目的

産学連携プロジェクトを通して、企画プランニング、その運営を行い、企画立案から顧客体験の提供までを実践的に考え、学ぶ。
実習先との通年での活動において、自主的に課題を理解し、自身のアプローチで改善の考案を行う。
企画に伴ったレポートや資料をまとめ提出する。
企画に伴った発表を行い、自身の考えを伝える力をもつ。

授業の到達目標

今後、学生自身が、活躍の場を定めることができるビジョンをもつきっかけになる授業にする。
企画実習を通しての経験から、実践的に企画立案から運営を考えることができる人材に育つことを目標とする。

授業計画

授業オリエンテーション 後期授業オリエンテーション

企業オリエンテーション 実習授業

実習授業 実習授業

実習授業 実習授業

実習授業 企画実践、展示準備

中間プレゼンテーション 企画実践、展示準備

実習授業 企画実践、展示準備

実習授業 企画実践、展示準備

実習授業 卒業進級制作展に向けての準備

実習授業 卒業進級制作展に向けての準備

最終プレゼンテーション 卒業進級制作展に向けての準備

実習授業総括 卒業進級制作展に向けての準備

実習授業総括 卒業進級制作展に向けての準備

実習授業 卒業進級制作展に向けての準備

実習授業 若きクリエーター展総括

準備学習・時間外学習 関連施設の知見をもち、自身の企画や将来に必要な経験となる設備の訪問。またそれら知識を備えるための学習。

教科書・テキスト 特に指定なし。

参考書 企画立案内容に応じて、各自にて参考。

評価方法・基準 レポート、発表資料、プレゼン発表への取り組みを評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 マネジメント 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 チームマネジメント演習Aqua・Zoo
開講年度 4

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Team Management of Aqua・Ｚｏｏ
授業形態 360(24)

内容 内容

講師名

実務経験概要

10代の頃よりアクアリウムショップにて従事、個人での昆虫の繁殖、販売を行う。
熱帯魚専門店に就職後、爬虫類部門の立ち上げ、運営を行い2年間勤務。

その後、自身が卒業した動物関係の専門学校にて、アクアリウム、爬虫類の講師(常勤)として勤務。
2018年に店舗REPBUDDYを開業、爬虫類のペットホテル、ペットシッター、様々な生き物の飼育繁殖、販売を行う。

授業の概要・目的

実習では、実際の店舗営業に携わりながら、生体管理や用品の扱い方、接客や経営に関することを学ぶ。
年間を通して様々な生き物を繁殖させているので、その様子を一緒に観察し学んでもらう。
生き物に関しては座学も行い、理解を深めてもらう。

授業の到達目標

爬虫類や昆虫に関する専門的な知識、技術を身に着けること。
生体のことだけでなく、接客や経営など店舗運営に必要な知識を学び、就職した際の即戦力としてだけではなく、起業、副業など動物業界で活躍することのできる人材を目指す。

授業計画

人気生体の解説①ヤモリ、飼育管理実習 接客について、飼育管理実習

人気生体の解説①ヤモリ、飼育管理実習 接客について、飼育管理実習

人気生体の解説②トカゲ、飼育管理実習 用品について、飼育管理実習

人気生体の解説②トカゲ、飼育管理実習 用品について、飼育管理実習

人気生体の解説③ヘビ、飼育管理実習 餌の種類、栄養について、飼育管理実習

人気生体の解説③ヘビ、飼育管理実習 餌の種類、栄養について、飼育管理実習

人気生体の解説④カメ、飼育管理実習 利益について、飼育管理実習

人気生体の解説④カメ、飼育管理実習 宣伝、広報活動について、飼育管理実習

人気生体の解説⑤両生類、飼育管理実習 飼育管理実習

人気生体の解説⑤両生類、飼育管理実習 飼育管理実習

人気生体の解説⑥昆虫、飼育管理実習 飼育管理実習

人気生体の解説⑥昆虫、飼育管理実習 飼育管理実習

飼育管理実習 飼育管理実習

飼育管理実習 飼育管理実習

飼育管理実習 飼育管理実習

準備学習・時間外学習 授業の中で必要に応じて与える。

教科書・テキスト なし

参考書 実習場(店舗)にて用意

評価方法・基準 筆記試験50％、実習評価点50％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義・演習

授業科目名 マネジメント 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 ヒューマンマネジメント
開講年度 4

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Communication　and Leadership
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要
東証一部上場企業 ヒューマンリソースマネジメントコンサルタント業務 7年程度
IPO企業 ヒューマンリソースマネジメント業務 10年程度、一般企業（人事部門管理）10年程度
各種学校、自治体、商工会議所ほか、講演多数

授業の概要・目的

　現代社会において組織・集団などさまざまな場面でのリーダーシップの発揮が期待されており、リーダーシップを有する人材が求められている。そこで、リーダーシップ論に関する
多様なアプローチを紹介し、基本的な知識を学びます。また、成功するリーダーの条件や、
リーダーと組織、個人と集団の相互影響について考察してゆき、これからのあるべきリーダー像を考察していく。

授業の到達目標

　国際化時代にふさわしい、リーダーシップとマネージメント、フォロワーシップに関して、主体的に知識と技能を身につけることを目標到達点とする。

授業計画

オリエンテーション（授業の進め方、評価の方法、試験など）
ガイダンス（ヒューマンマネジメントの概要）

マネジャー

経営学全般、概要 組織と人材マネジメントの実践例

会計学全般、概要 組織と人材マネジメントの振り返り（レポート提出）

マーケティング、全般、概要 リーダーシップの概要、リーダーシップとマネジメントの違い

組織と人材マネジメントの概要 パワーとエンパワーメント

組織の目的、文化、構造 リーダーシップの条件適合理論

人事システム①（全体像、目的、設計） ティール組織とシェアードリーダーシップ

人事システム②（採用、配置） リーダーシップとコミュニケーションスキル

人事システム③（評価） ジョハリの窓

人事システム④（報酬） リーダーシップの振り返り（レポート提出）

人事システム⑤（能力開発） 人的資源管理の概要、人事管理と人的資源管理の違い

モチベーション 組織と人事とステークホルダー

インセンティブ 人と組織のグローバル化

働き方の多様性 人的資源管理の振り返り（レポート提出）

組織と人材を動かす仕組み 全体まとめ

準備学習・時間外学習
・	事前学習 ： 授業内容について、事前にインターネットや書籍により調べておくこと。
・	事後学習 ： 配布プリントを読み込んで、知識の定着を図り実践した技能を習得し、将来に活かせるよう努める。
・	その他 ： 事例研究については、就職後に活かせるようしっかりと考えておくこと。

教科書・テキスト オリジナルプリント、レジュメを適宜配布

参考書

評価方法・基準 授業への取り組み（60％）、中間レポート（30％）、最終レポート（10％）で、総合的な評価（到達目標別）とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 講義・演習

2 講義 講義・演習

3 講義 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義 講義・演習

6 講義 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義 講義・演習

9 講義 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義 講義・演習

12 講義 講義・演習

13 講義 講義・演習

14 講義 講義・演習

15 講義 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 リスクマネジメント
開講年度 4

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Risk Management
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
東証一部上場企業 リスクマネジメントコンサルタント業務 7年程度
IPO企業 リスクマネジメント業務 10年程度
各種学校、自治体、商工会議所ほか、講演多数

授業の概要・目的

　現代社会は、国際紛争、自然災害、テロ、大規模事故、感染症の発症など、様々なリスクを抱えている。こうしたリスクに対し、科学技術の進歩が一定の解決策を示したり、解決の
糸口を作ることもあったが、科学技術の進歩が返ってリスクの複雑化や大規模化を招くこともある。
　そうした多用かつ複雑なリスクに対して、ゼロリスクを求めるのでは無く、いかに科学的根拠に基づいて、合理的かつ現実的に対応すべきかについて法的見地は勿論のこと様々
なアプローチから、リスクの特定、分析、評価、対策まで一貫した知識を学ぶとともに、基礎的なリスクマネジメント能力を身に付けることを目的とする。

授業の到達目標

　自分の身の回りや自らが所属している地域社会や組織が直面するリスクに対して、自ら率先して気付き、自ら評価し、自ら備える際の基礎的なリスクリテラシーを身に付け、自ら
の意見を表現することが出来るようになることが目標到達点である。

授業計画

オリエンテーション（授業の進め方、評価の方法、試験など）
ガイダンス（リスクマネジメントの概要と必要性を考える）

リスクの定義、歴史、分類

リスク管理と倫理（モラル）、事例研究GW①
Case Methods例①Johnson&JohnsonのTylenol事件

リスクマネジメント事例研究GW① プレゼンテーション（各15分）
リスクと社会

クライシスとクライシスマネジメント

リーダーシップとリスクテーキング、事例研究GW②
Case Methods例②

リスクマネジメント事例研究GW② プレゼンテーション（各15分）
リスクマネジメントプロセス①（認知、評価、受容）

リスクマネジメントプロセス②（管理技法、リスクコミュニケーション）

自然災害におけるリスクマネジメント、事例研究GW③
Case Methods例③

リスクマネジメント事例研究GW③ プレゼンテーション（各15分）
火災のリスクマネジメント

サイバーのリスクマネジメント

交通事故のリスクマネジメント

感染症、環境問題のリスクマネジメント

BCP（事業継続計画）

振り返り、まとめ

準備学習・時間外学習
・	事前学習 ： 授業内容について、事前にインターネットや書籍により調べておくこと。
・	事後学習 ： 配布プリントを読み込んで、知識の定着を図り実践した技能を習得し、将来に活かせるよう努める。
・	その他 ： 事例研究については、就職後に活かせるようしっかりと考えておくこと。

教科書・テキスト オリジナルプリント、レジュメを適宜配布

参考書

評価方法・基準 授業への取り組み（60％）、事例研究発表（30％）、最終レポート（10％）で、総合的な評価（到達目標別）とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 アニマル・エクササイズ 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 救急救命
開講年度 4

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 First Aid
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
1992年国際救命救急協会インストラクターとなり救急の講習を行うようになる。2010年AHA（アメリカンハートアソシエーション）インストラクターとな
り現在、消防及び各企業、球団トレーナー等に現場での1時救命処置講習を提供している。

授業の概要・目的

人体の生理学・薬学・病理学を学び、救急現場において自己の安全を確保した上で、傷病の手当て、CPR+AEDの練習を繰り返す。

授業の到達目標

全ては現場主義を理解し、救急の際は各現場において臆することなく実力を発揮できるようになる。

授業計画

成人に対するＣＰＲ　成人CPRの基本

小児に対するＣＰＲ　小児CPRの基本

成人及び小児に対するバッグマスク法の人工呼吸
バックマスク法と人工呼吸

成人及び小児に対する二人の救助者によるＣＰＲ　二
人法の手順

自動体外式除細動器　AEDについて

乳児に対するＣＰＲ　乳児CPRの基本

一人の救助者による乳児のＣＰＲ　一人法CPRの手順

乳児に対するバッグマスク法と人工呼吸　バックマスク
法

窒息の解除　窒息解除法

その他の注意点　傷病者と救助者の安全・回復体位

全体像　救命の連鎖

チーム救助演習１　役割の理解

チーム救助演習２　チームでの的確な手法

CPRができるようになり、AEDやバックマスクの使用方
法についても理解することができる。

学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜に課題を与える。授業中に取ったメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 ペーパーテストと実技試験、出席点によって評価。出席点は予め20点を与え、1回欠席ごとに-5点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 人と動物と自然の関係 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 動物関連法規Ⅱ
開講年度 4

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Related Laws and Regulations Ⅱ
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
行政書士として人と動物に関する各種法律手続きなどに現在まで28年関わる。また並行して愛玩動物動物看護師や狩猟者免許を所持し、狩猟に
携わる。日本愛玩動物看護師会代議員、日本動物看護学会社員、京都府行政書士会会員、京都府猟友会会員。

授業の概要・目的

野生動物や家庭動物を中心として、飼い主を含む人と動物が関わる法律について理解する。

授業の到達目標

・野生動物に関わる法律について理解できるようになる。
・動物愛護法などの概要について理解できるようになる。
・社会における上記の法律などがどのように関わっているのか複眼的に実感できるようになる。

授業計画

2年次の復習及びそれ以降に改正・変更された事柄の
概観	

動物愛護法（１）法律の概要、飼い主の義務など	

動物愛護法（２）動物取扱業など			"				

動物愛護法（３）動物虐待に対する罰則など	

動物愛護法（4）犬や猫の引取りなど

愛がん動物用飼料の安全性の確保に関する法律

鳥獣保護法（1）法の概要

鳥獣保護法（2）鳥獣の保護と捕獲など

漁業法

水産資源保護法

獣医師法と愛玩動物看護師法とペットビジネスの関連
性

契約概論（1）契約の基本

契約概論（2）消費者契約法、特定商取引法など		

前期学習内容の総括

前期学習内容の振り返り

準備学習・時間外学習 動物や動物の法律に関するニュースなどに興味を持つ

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 試験時間内に行う論述形式試験

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 業界研究 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 卒業研究
開講年度 4

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Graduation Study
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要 本校の教務として勤務

授業の概要・目的

4年間で修得した技術や知識の集大成として、企業プロジェクトに取り組み卒業制作展で発表する

授業の到達目標

企業プロジェクトとして取り組んだ活動を通して、社会人として技術スキル・実務スキル・対人スキルを総合的に習得する

授業計画

卒業進級制作展　準備①

卒業進級制作展　準備②

卒業進級制作展　準備③

卒業進級制作展　準備④

卒業進級制作展　準備⑤

卒業進級制作展　本番１日目

卒業進級制作展　本番１日目

卒業進級制作展　本番１日目

卒業進級制作展　本番１日目

卒業進級制作展　本番１日目

卒業進級制作展　本番2日目

卒業進級制作展　本番2日目

卒業進級制作展　本番2日目

卒業進級制作展　本番2日目

卒業進級制作展　本番2日目

準備学習・時間外学習 適宜説明します

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率を重視します

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 グローバル 開講学科 エコ・テクノロジー科

開講科目名 グローバルコミュニケーション　Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Global Communication　Ⅰ
授業形態 4

内容 内容

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

オンデマンド授業は予習として語彙や文法の、スピーキングやライティングにおける表現方法について学習します。対面授業で
は、オンデマンド授業で学んだことを会話やライティングを通して実践します。オンデマンド授業は必ず対面授業の前に受講して
ください。学習目標を到達するためには、オンデマンド授業、対面授業両方を受講することが必須となります。

授業の到達目標

最も身近な分野（個人情報や家族、買い物等）に関する頻度の高い表現を理解し、文章を書くことができる。単純なトピックにつ
いて自分の意見を述べることが出来るようになる。母語話者とは一般的なディスカッションや会話の交渉できる。

授業計画

単純時制や進行時制を使って、個人の業績について話す
雇用者が求める人材について話す、個人や他人の業績を説明する

メッセージアプリの重要性について話す
話す・書くコミュニケーションについてディスカッションをする

自己紹介、他己紹介をする場面での会話を練習する
ブログの投稿を読む、投稿にコメントを書く

会話やニュース、記事について詳しく話す
フォーマル／インフォーマルなEメールを書く

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「面接のロールプレイ」・前期発表と連動する内容
流行に関する表現を使って、トレンドについて話す

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「コミュニケーションに関する調査」・後期発表と連動する内容
仮定法の表現を使って、異なるライフスタイルについて話す

接続詞を使って、料理の手順について話す
提案をする際の表現を使って、
社交の場や料理を注文する場面での会話を練習する

I wishを用いて願望や後悔について話す
様々な選択肢がある状況での会話を練習する

調査についての結果を読む、また報告書を書く
スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「レストランの改善策を計画する」・前期発表と連動する内容

ポッドキャストのコメントを読む、また反応を書く
スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「デジタル・デトックスの計画を立てる」　・後期発表と連動する内容

[too/enough]を使い、物事の「程度」について話す
時間とお金の相対的な重要性について話す
比較級の表現を使って、物事の価値や価値を判断する基準について話す

禁止・許可などの表現を使って、日常のルールや制限について話す
禁止・許可などの表現を使って、過去にあったルールや制限について話す

謝罪が必要な場面での会話を練習する
商品のレビューを読む、書く

社会ルール／文化の比較についてディスカッションをする
ビジネスにおける批判を読む、書く

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「批判的な商品レビューへの対応についてディスカッション」
・前期発表と連動する内容　推測の表現を用いて、絵や写真の描写をする

スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「自分の町の改善点について」
・後期発表と連動する内容　　過去の出来事について思索し、話す

関係代名詞を使って、ネット等で注目されている人、ストーリーについて話す
[all]を使い、強調したい内容を述べる練習をする
意見を交換し、ディスカッションをする

可能性の表現を用いて、代用品と可能性について話す
話し相手の関心を維持しながらディスカッションをする

ローカルビジネスについての記事に対する反応を読む、書く
スピーキング評価：・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「広告をデザインする」　・前期発表と連動する内容

なくては生きていけないもの、生きていけるものについてのコメントを読む、書く
スピーキング評価：　・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「自分の町での楽しい週末を計画する」　・後期発表と連動する内容

過去完了を使って、様々な種類のストーリーについて話す
[was/were going to, was/were supposed to]を使って、計画の変更について話
す

to不定詞、動名詞の表現を使って、大学の生活について話す
科学的な事実についてディスカッションをする

失望を表す表現を使って、残念なニュースへのリアクションをする
会社の（公式の）謝罪についての記事を読む、謝罪の手紙を書く

代わりになるものについてディスカッションをする
議論を含むコメントを読む、書く

スピーキング評価スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「偶然の出会いについてのストーリー」
・前期発表と連動する内容　　チャリティやボランティア活動について話す

スピーキング評価・スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
「問題解決についての提案」　・後期発表と連動する内容
特別な写真について、またその背景のストーリーについて話す

近所の人の親切な行為について話す
様々な助けが必要な場面での会話を練習する

子どもの頃の思い出について話す
過去の経験を振返り、話す

コミュニティ計画についてのレポートを読む、書く
スピーキング評価：前期発表

ペットを飼うことのメリット・デメリットについての分析を読む、書く
スピーキング評価：後期発表

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト EVOLVE 4

参考書

評価方法・基準 小テスト評価50％、出席率50％。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とす
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし
A、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。




